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木
下
利
玄
『
銀
』
初
版
本
評
釈
（
上
）

田

中

綾
・
山

田

航

『
銀
』
は
木
下
利
玄
（
明
治
十
九
・
一
八
八
六
〜
大
正
十
四
・
一
九
二
五
年
）
が
二
十
八
歳
で
上
梓
し
た
第
一
歌
集
で
あ
る
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
五
月
二
十
六
日
付
け
で
、
東
京
麹
町
区
の
洛
陽
堂
か
ら
、
白
樺
叢
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

装
釘
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
朝
し
た
画
家
・
有
島
生
馬
と
、
三
浦
直
介
が
手
が
け
た
。
四
六
版
変
型
の
天
金
の
書
で
、「
竹
紙
の
表
紙
、
銀

泥
の
見
返
し
銀
水
引
の
栞
ま
で
に
及
ん
で
、（
略
）
余
程
凝
つ
た
も
の
」（
新
井
洸
「
新
刊
紹
介
」「
心
の
花
」
十
八
巻
七
号
、
大
正
三
年
七
月
）

と
、
当
時
は
装
釘
の
美
し
さ
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
復
刻
版
を
手
に
し
て
も
、
白
い
背
、
見
返
し
と
箱
の
銀
色
が
上
品
で
、
一
頁
三
首

組
み
の
ゆ
っ
た
り
し
た
編
み
方
が
目
に
も
や
さ
し
い
。

「
街まち
を
ゆ
き
子
供
の
傍そば
を
通
る
時
蜜
柑
の
香か
せ
り
冬
が
ま
た
来
る
」（
第
二
歌
集
『
紅
玉
』
大
正
八
年
）、「
牡
丹
花

ぼ
た
ん
く
わ
は
咲さ
き
定さだ
ま
り
て
静
か

な
り
花
の
占し
め
た
る
位ゐ
置ち
の
た
し
か
さ
」（
第
三
歌
集
『
一
路
』
大
正
十
三
年
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
木
下
利
玄
だ
が
、
第
一
歌
集
『
銀
』
に
関

す
る
研
究
は
、
紅
野
敏
郎
、
日
笠
祐
二
の
実
証
的
な
論
考
以
降
、
と
く
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、『
銀
』所
収
の
作
品
は
習
作
段
階
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
二
つ
に
は
、
利
玄
が
推
敲

を
重
ん
じ
る
歌
人
で
あ
り
、
初
出
や
歌
会
作
品
、
選
集
、
歌
集
ま
で
の
異
同
を
追
う
地
道
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
三
つ
に
は
、
二
つ

目
と
も
関
係
す
る
の
だ
が
、
現
在
定
本
と
さ
れ
て
い
る
『
銀
』
が
、
初
版
本
と
は
歌
の
配
列
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
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・『
銀
』
作
品
は
習
作
か

ま
ず
一
点
目
に
つ
い
て
、『
銀
』の
約
四
割
の
作
品
評
釈
を
手
が
け
た
菱
川
善
夫
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
利
玄
の
完
成
期
は
、

利
玄
自
身
の
言
に
よ
り
、
通
常
大
正
四
年
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
略
）川
田
順
は
、
そ
れ
よ
り
は
や
く
、
大
正
三
年
に
完
成
期
に
入
っ

た
と
し
、『
み
ち
の
く
に
て
』
を
、
そ
の
完
成
期
へ
の
飛
躍
を
『
予
言
』
す
る
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
見
解
か
ら
す

れ
ば
、
利
玄
は
『『
銀
』
時
代
の
終
わ
り
ま
で
は
凡
庸
な
歌
よ
み
で
あ
っ
た
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
」（「
木
下
利
玄
集
」『
日
本
近
代
文
学
大

系
55

近
代
短
歌
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年

以
下
、「
菱
川
（1973

）」
と
略
す
）。
た
し
か
に
、
後
年
の
高
い
完
成
度
を
基
準
と
す
る

な
ら
ば
、『
銀
』
は
そ
れ
ま
で
の
準
備
期
と
み
な
さ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、『
銀
』
の
初
版
本
は
、
利
玄
の
文
学
的
形

成
を
つ
ぶ
さ
に
示
し
て
い
る
点
で
看
過
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

木
下
利
玄
が
佐
佐
木
信
綱
の
竹
柏
園
に
入
門
し
た
の
は
、
満
十
三
歳
、
学
習
院
中
等
科
二
年
の
と
き
で
あ
っ
た
。『
銀
』刊
行
に
際
し
、
佐

佐
木
信
綱
は
「
学
習
院
の
中
学
生
た
り
し
君
は
、
高
等
学
校
に
入
り
、
大
学
に
進
み
、
卒
業
し
て
文
学
士
と
な
つ
た
。（
略
）
更
に
白
樺
一
派

の
短
詩
人
と
な
つ
た
」（「
歌
集
『
銀
』
を
読
み
て
」「
心
の
花
」
十
八
巻
八
号
、
大
正
三
年
八
月
）
と
、
来
し
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
そ
の

言
の
通
り
、
学
習
院
「
輔
仁
会
雑
誌
」、「
心
の
花
」
と
『
竹
柏
園
選
集
』、「
白
樺
」
を
初
出
と
す
る
『
銀
』
作
品
は
、

人
間
・
木
下
利
玄

そ
の
も
の
の
形
成
を
示
し
た
作
品
群
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
紅
野
敏
郎
は
「
木
下
利
玄
第
一
歌
集
『
銀
』
の
草
稿
｜

白
樺
派
の
研
究
｜

」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
』
三
〇
号

一
九
八
一
年
十
二
月

以
下
、「
紅
野
（1981

「
草
稿
」）」
と
略
す
）
は
、
従
来
の
『
銀
』
像
に
新
た
な
観
点
を
与
え
た
。
当
時
、『
銀
』
の

草
稿
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
論
考
で
あ
る
が
、「
東
京
相
馬
屋
製
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
」に
筆
で
記
さ
れ
た
草
稿
に
は
、
歌
が
切
り

貼
り
さ
れ
、
添
削
の
跡
や
、
配
列
順
に
悩
ん
だ
跡
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
歌
集
題
に
変
遷
が
あ
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
事
実
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
題
に
「
う
す
黄
の
菊
」
と
記
さ
れ
、
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そ
れ
が
消
さ
れ
て
、「
わ
が
身
」
と
ペ
ン
で
直
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
わ
が
身
」
と
い
う
言
葉
は
、『
銀
』
収
録
の
20
首
目
「
い
ま

し
が
た
我
が
身
の
あ
り
し
丘
を
よ
そ
に
汽
車
は
汽
車
と
て
走
せ
す
ぎ
に
け
り
」
と
、
50
首
目
「
人
帰
り
さ
く
ら
し
ら
み
て
く
る
ヽ
な
り
わ
が

身
ひ
と
つ
は
い
か
に
す
べ
け
む
」
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
わ
が
身
」＝

自
身
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、「
白
樺
」
初
期
、
と
く
に
武
者
小
路
実
篤
や
志

賀
直
哉
ら
の
小
説
に
顕
著
で
あ
り
、
学
習
院
中
等
科
以
来
の
「
白
樺
」
同
人
た
ち
と
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
利
玄
の
場
合
は
、
す
で
に
定
め
ら
れ
た
爵
位
、
ま
た
、
わ
が
子
利
公
を
わ
ず
か
五
日
で
喪
う
と
い
う
、
宿
命
的
な

「
わ
が
身
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
わ
が
身
」
の
歌
群
と
し
て
、『
銀
』
を
再
読
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

・
推
敲
過
程

「
白
樺
」
五
巻
三
号
（
大
正
三
年
三
月
）
の
「
編
集
室
に
て
」
に
、「
木
下
利
玄
の
歌
集
は
『
銀
』
と
云
ふ
名
が
つ
い
た
。（
略
）
校
正
は
ほ

と
ん
ど
す
ん
だ
。
三
校
目
に
又
歌
を
な
ほ
し
て
四
校
を
と
つ
た
の
で
印
刷
場
の
人
が
不
平
を
こ
ぼ
し
て
ゐ
た
さ
う
だ
」
と
い
う
記
述
も
あ
る

よ
う
に
、
歌
集
刊
行
の
直
前
ま
で
、
木
下
利
玄
は
作
品
を
入
念
に
手
直
し
し
て
い
た
。
と
く
に
初
期
作
品
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
日
笠
祐
二

「
木
下
利
玄
の
初
期
の
短
歌
｜
『
輔
仁
会
雑
誌
』
を
中
心
に
し
て
｜

」（
学
習
院
大
学
「
国
語
国
文
学
会
誌
」
第
五
号

一
九
五
九
年
四
月

三
十
日

以
下
、「
日
笠
（1959

）」
と
略
す
）
と
い
う
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
菱
川
（1973

）
の
評
釈
も
あ
る
が
、『
銀
』
全
作
品
の
初
出
と
異
同
の
検
証
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
全
作
品
の
異
同
を
検
証
す
る
ほ
か
、
と
く
に
「
心
の
花
」
掲
載
の
「
曙
会
記
事
」
と
の
作
品
異
同
に
も
目
を
配
っ
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
と
は
い
え
、
可
能
な
限
り
の
調
査
を
試
み
た
が
、
初
出
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
数
首
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
広
く
ご
教

示
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。
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・
初
版
本
の
歌
の
配
列

さ
て
、
最
も
大
き
な
問
題
が
、『
銀
』テ
ク
ス
ト
の
歌
の
配
列
で
あ
る
。
初
版
本
で
は
逆
年
順
に
編
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
今
日
流
通
す
る

『
定
本

木
下
利
玄
全
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
ま
た
、
そ
れ
に
先
ん
じ
た
石
榑
（
五
島
）
茂
編
『
木
下
利
玄
全
歌
集
』（
岩
波
書

店
、
一
九
二
六
年
）
で
は
、
編
者
に
よ
り
歌
順
が
編
年
体
に
直
さ
れ
、
し
か
も
、
制
作
年
代
の
誤
り
も
あ
っ
た
。
日
笠
（1959

）
に
よ
る
と
、

「（『
全
歌
集
』
が
）
事
件
の
年
代
順
に
再
編
集
し
て
あ
る
た
め
、
と
か
く
利
玄
を
論
ず
る
人
達
が
、
そ
の
点
を
確
認
し
な
い
で
制
作
年
次
と
思

い
違
い
を
し
て
い
る
場
合
も
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
」、
か
つ
、『
全
歌
集
』
に
は
学
習
院
「
輔
仁
会
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
初
期
作
品
が
ほ
と

ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

斎
藤
茂
吉
の
第
一
歌
集
『
赤
光
』（
大
正
二
年
）
も
、
初
版
本
は
逆
年
順
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
編
年
体
に
直
さ
れ
て
今
日
に
定
着
し
て
い
る

が
、
初
版
『
赤
光
』
を
重
ん
じ
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。
前
述
の
紅
野
（1981

「
草
稿
」）
で
示
さ
れ
た
、
一
首
一
首
を
切
り
貼
り
し
て
歌

順
を
熟
考
し
た
と
い
う
木
下
利
玄
の
構
成
意
識
、
ま
た
、
三
五
〇
首
以
上
の
作
品
の
な
か
か
ら
二
九
九
首
を
厳
選
し
た
こ
と
も
鑑
み
、
本
稿

で
は
、
初
版
本
『
銀
』
の
歌
順
を
尊
重
し
た
い
。「
わ
が
身
」
を
表
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
利
玄
自
身
が
あ
え
て
逆
年
順
で
編
ん
だ
こ
と
を
重

く
見
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
テ
ク
ス
ト
は
、
近
代
文
学
館
名
著
復
刻
全
集
に
よ
る
『
銀
』
初
版
本
（
一
九
六
九
年
）
と
し
た
。

後
の
評
釈
で
も
明
ら
か
に
な
る
が
、
初
版
本
と
現
在
の
定
本
と
で
は
、
一
首
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
。

田
舎
町
の
料
理
屋
の
庭
に
桃
が
咲
き
な
ら
べ
て
ほ
せ
る
番
傘
ひ
か
る

初
版
本

見
透
し
の
田
舎
料
理
屋
昼
し
づ
か
桃
さ
く
庭
に
番
傘
を
干
す

全
歌
集
、
定
本
な
ど

以
下
、『
銀
』
二
九
九
首
を
三
回
に
分
け
て
評
釈
し
て
い
く
が
、
山
田
航
（
以
下
・
山
田
）
は

通
釈

と
、
主
に
鑑
賞
を
担
当
、
田
中
綾
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（
以
下
・
田
中
）
は
、
語
釈
、
初
出
や
先
行
研
究
な
ど
解
説
的
な
部
分
を
担
当
し
た
。
歌
番
号
は
本
稿
で
の
便
宜
上
の
も
の
で
あ
り
、
歌
番
号

の
上
に
「
＊
」
が
あ
る
も
の
は
、
菱
川
（1973

）
で
評
釈
さ
れ
た
歌
で
あ
る
。
初
出
歌
の
傍
線
部
は
、
初
版
本
と
の
異
同
箇
所
で
あ
る
。
な

お
、
作
品
の
旧
漢
字
は
新
字
に
改
め
、
明
治
・
大
正
期
は
時
代
性
を
加
味
し
て
元
号
表
記
を
優
先
し
た
。

（
田
中

綾
）

我
が
亡
き
子
利
公
に

「
み
ち
の
く
に
て
」

＊
１
・
み
ち
の
く
の
一
の
関
よ
り
四
里
入
り
し
畷
に
日
暮
れ
蛍
火
を
み
る

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

東
北
地
方
を
旅
し
て
い
た
と
き
、
岩
手
一
関
か
ら
四
里
（
約
一
五

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
入
っ
た
と
こ
ろ
の
あ
ぜ
道
で
、
日
暮
れ

に
蛍
の
光
を
見
た
。

山
田

一
関
か
ら
ど
の
方
角
に
四
里
な
の
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、旅
程
の
コ
ー
ス
か
ら
考
え
る
と
北
の
方
向
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。「
四
里
」
の
読
み
は
「
よ
り
」「
し
り
」
ど
ち
ら
か
不
明
だ
が
、
直
前
の
「
よ
り
」
と
の
押
韻
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
畷
に
日
暮
れ

蛍
火
を
見
る
」
と
い
う
助
詞
を
省
略
し
た
表
現
が
、
日
暮
れ
の
中
の
蛍
火
と
い
う
灯
り
の
は
か
な
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

田
中

佐
佐
木
信
綱
の
代
表
作
「
ゆ
く
秋
の
大
和
の
国
の
薬
師
寺
の
塔
の
上
な
る
一
ひ
ら
の
雲
」（
初
出＝

明
治
四
十
五
年
）
と
同
じ
く
、

ま
ず
鳥
瞰
し
て
か
ら
徐
々
に
焦
点
を
絞
り
、
小
さ
く
は
か
な
げ
な
「
蛍
火
」
へ
と
視
野
を
狭
め
て
い
く
手
法
で
あ
る
。

巻
頭
歌
が
歌
集
初
出
の
新
作
で
あ
る
こ
と
の
意
義
は
な
に
か
。「
一
の
関
」
は
、
芭
蕉
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
で
の
最
北
の
宿
泊
地
。
そ
こ
か

ら
南
西
方
向
に
向
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
利
玄
も
ま
た
、
南
西
方
向
に
あ
る
峨
々
温
泉
に
向
か
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
利
玄
版『
お

く
の
細
道
』
が
、
こ
こ
に
始
ま
っ
て
い
る
。
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＊
２
・
賊
住
み
し
窟いはやに
近
き
み
ち
の
く
の
水
田
の
畔
に
燃
ゆ
る
ほ
た
る
火

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

東
北
地
方
の
旅
の
途
上
、
山
賊
の
住
ん
で
い
た
と
い
う
洞
窟
に
近
い
水
田
の
あ
ぜ
道
で
燃
え
る
蛍
火
を
見
た
。

山
田

あ
ぜ
道
の
中
の
蛍
火
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
前
の
歌
か
ら
繰
り
返
さ
れ
る
。
峨
々
温
泉
で
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
東
北
に
対
す
る
奇

怪
で
土
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

田
中

菱
川
（1973
）
に
よ
る
と
、
宮
城
県
柴
田
郡
川
崎
町
に
あ
る
「
峩
々
（
峨
々
）
温
泉
」
で
の
作
と
い
う
。
妻
照
子
（
明
治
四
十
四

年
結
婚
）
を
連
れ
て
の
旅
で
あ
っ
た
。
群
馬
の
四
方
温
泉
、
九
州
の
湯
平
温
泉
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
日
本
三
大
胃
腸
病
の
名
湯
と
知
ら
れ

て
い
る
。「
飲
泉
」
の
で
き
る
湯
治
場
で
あ
る
が
、
か
な
り
奥
深
い
地
で
あ
り
、
原
初
的
な
恐
れ
が
「
賊
」
と
い
う
語
に
も
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

３
・
み
ち
の
く
の
石
原
道
に
日
は
暮
れ
て
揺
る
る
俥
に
蛍
と
び
く
る

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

東
北
の
石
原
の
道
で
日
は
暮
れ
て
い
て
、
揺
れ
る
人
力
車
に
蛍
が
飛
ん
で
く
る
。

山
田

東
北
を
人
力
車
で
移
動
し
て
い
る
時
に
蛍
が
飛
ん
で
き
た
様
子
を
詠
ん
だ
歌
。「
石
原
」
は
宮
城
県
大
郷
町
に
そ
う
い
う
地
名
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
地
名
で
は
な
く
単
に
石
の
多
い
野
原
道
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。「
み
ち
の
く
の
蛍
」を
詠
ん
だ
歌
が
三
連
続
で
登
場
す
る

こ
と
に
な
り
、
利
玄
の
東
北
旅
行
の
な
か
で
も
蛍
が
き
わ
め
て
印
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
る
。

田
中

こ
の
旅
の
こ
と
を
回
想
し
た
散
文
「
自
然
に
圧
迫
さ
れ
て
」（『
定
本
木
下
利
玄
全
集

散
文
篇
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
七
年

以

下
、『
定
本
』
と
略
す
）
に
、「
大
正
二
年
の
夏
、
仙
台
の
手
前
大
河
原
か
ら
七
里
山
奥
の
、
青
根
温
泉
に
行
つ
て
ゐ
た
時
、
そ
れ
か
ら
又
何

里
か
奥
の
、
峩
々
温
泉
へ
、
宿
で
知
り
合
ひ
に
な
つ
た
三
人
の
青
年
と
行
つ
た
事
が
あ
る
」
と
あ
る
。
山
奥
の
、
よ
り
奥
へ
と
進
む
心
細
さ

が
、「
揺
る
る
」
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
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４
・
た
そ
が
れ
の
あ
か
る
さ
も
消
え
肌
さ
む
み
心
つ
つ
し
み
俥
に
ゆ
ら
る

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

黄
昏
時
の
明
る
さ
も
消
え
て
肌
寒
い
の
で
、
心
を
警
戒
さ
せ
な
が
ら
人
力
車
に
揺
ら
れ
る
。

山
田

「
さ
む
み
」
は
「
寒
い
の
で
」。「
つ
つ
し
む
」
は
「
用
心
し
て
」
の
意
と
解
釈
。
日
が
落
ち
て
暗
く
な
っ
た
の
で
用
心
を
し
よ
う

と
い
う
歌
。
内
容
は
そ
れ
だ
け
だ
が
、「
た
そ
が
れ
の
あ
か
る
さ
」
と
い
う
明
る
い
ア
段
の
連
な
り
か
ら
「
消
え
」
で
転
調
し
「
さ
む
み
」「
つ

つ
し
み
」
と
脚
韻
を
踏
ん
で
寒
々
し
さ
を
演
出
す
る
な
ど
、
音
韻
的
に
は
凝
っ
て
い
る
。

田
中

３
と
同
じ
く
「
俥
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
木
下
利
玄
は
人
力
車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
日
記
等
で
も
そ
れ
ら
が
確
認

で
き
る
（
日
記
で
は
「
腕
車
」
の
表
記
も
多
い
）。

５
・
長
雨
が
や
み
て
み
た
れ
ば
し
み
じ
み
と
秋
は
わ
れ
ら
に
交まじはり
ゐ
た
り

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

長
雨
が
止
ん
で
眺
め
て
み
た
な
ら
ば
、
し
み
じ
み
と
秋
は
わ
れ
ら
に
交
わ
っ
て
い
る
。

山
田

「
み
た
れ
ば
」
は
「
見
た
れ
ば
」
と
解
釈
。
ア
段
と
イ
段
の
音
を
う
ま
く
響
か
せ
あ
っ
て
、
物
寂
し
さ
を
開
放
的
な
雰
囲
気
を
両

立
さ
せ
て
い
る
。「
交
る
」
は
一
体
化
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
と
と
り
た
い
。

田
中

「
自
然
に
圧
迫
さ
れ
て
」（
前
出
）
に
、「
峩
々
温
泉
へ
、
宿
で
知
り
合
ひ
に
な
つ
た
三
人
の
青
年
と
行
つ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
「
わ
れ
ら
」
は
そ
の
青
年
た
ち
を
指
し
、
か
つ
、「
わ
れ
ら
」
人
間
た
ち
と
、
大
き
い
枠
組
み
で
と
ら
え
て
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
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６
・
今
わ
れ
は
何
よ
り
も
こ
の
山
上
の
楓
の
肌
に
し
た
し
め
る
な
り

【
初
出
】「
心
の
花
」
十
七
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）

曙
会
記
事

・
今
我
は
何
よ
り
も
こ
の
山
上
の
楓
の
膚
に
し
た
し
め
る
な
り

通
釈

今
私
は
、
ど
ん
な
も
の
よ
り
も
こ
の
山
上
の
楓
の
幹
肌
に
し
た
し
み
を
覚
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
田

目
の
前
に
あ
る
山
上
の
楓
の
肌
と
い
う
、
非
常
に
微
細
で
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
も
の
。
そ
れ
だ
け
に
ひ
た
す
ら
没
入
し
、
ど
ん

な
も
の
よ
り
も
親
し
み
を
覚
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
極
集
中
の
精
神
に
不
思
議
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
結
句
の
「
な
り
」
は
断
定

で
あ
る
が
、
同
時
に
余
韻
も
含
む
。

田
中

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
十
二
日
に
、
竹
柏
園
で
開
催
さ
れ
た
「
曙
会
」
で
の
詠
草
で
あ
る
。
題
は
「
今
」「
横
」「
持
」
で
、

利
玄
が
幹
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
に
対
し
、
佐
佐
木
信
綱
は
「
一
種
の
心
持
を
よ
く
表
し
た
も
の
。『
な
り
』
に
つ
い
て
の
話
も
あ
つ
た
が
、

此
場
合
此
の
説
明
的
の
て
に
を
は
は
ぴ
つ
た
り
利
い
て
居
る
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
曙
会
で
は
20
の
歌
も
披
露
し
て
い
た
。

＊
７
・
山
深
み
草さう
木もく
し
げ
る
草さう
木もく
が
わ
れ
に
せ
ま
り
来く
わ
れ
に
せ
ま
り
来く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

異
同
な
し
（
た
だ
し
「
旅
の
歌
」
と
い
う
後
注
あ
り
）

通
釈

山
が
深
い
の
で
、
草
木
が
茂
っ
て
い
る
。
草
木
が
私
に
迫
っ
て
く
る
、
迫
っ
て
く
る
。

山
田

峨
々
温
泉
で
の
作
か
。
リ
フ
レ
イ
ン
に
よ
っ
て
迫
っ
て
く
る
自
然
へ
の
恐
怖
を
描
き
出
し
て
い
る
。
都
会
人
の
利
玄
は
、
東
北
の

素
朴
な
自
然
の
な
か
に
潜
む
威
圧
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。

田
中

「
自
然
に
圧
迫
さ
れ
て
」（
前
出
）
に
、「
何
だ
か
人
間
界
を
離
れ
た
や
う
な
気
が
し
て
」
と
あ
り
、
そ
の
異
界
の
よ
う
な
感
覚
が

迫
っ
て
く
る
さ
ま
が
う
か
が
え
る
。

― ―151

（

）

六
四

北海学園大学人文論集 第55号(2013年８月)



８
・
障
子
あ
く
る
音
か
ろ
ら
か
に
す
み
た
れ
ば
椽
の
日
ざ
し
に
心
よ
る
か
も

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

障
子
を
開
け
る
音
が
か
ろ
や
か
に
澄
ん
で
い
る
の
で
、
椽たるきに
差
す
日
差
し
に
心
が
ひ
か
れ
て
い
く
も
の
だ
。

山
田

「
か
ろ
ら
か
」
は
「
軽
ら
か
」
で
「
か
ろ
や
か
」
の
意
。
椽
は
「
て
ん
」
ま
た
は
「
た
る
き
」
と
読
み
、
屋
根
板
を
支
え
る
長
い

木
材
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
「
て
ん
」
と
読
ん
だ
が
「
た
る
き
」
と
読
ま
せ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
障
子
を
開
け
る
音
と
い
う
聴
覚
か
ら

日
差
し
と
い
う
視
覚
へ
、
そ
し
て
心
情
表
現
へ
と
そ
れ
こ
そ
軽
や
か
に
移
行
し
て
い
く
。

田
中

「
椽
」
の
語
は
、
84
首
目
「
馬
返
し
蔦
屋
の
椽
に
暮
れ
て
よ
り
や
す
み
し
時
の
ひ
も
じ
き
気
持
」
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

９
・
こ
ま
や
か
に
夕
べ
の
冷
え
が
身
に
そ
ひ
て
初
秋
の
山
に
さ
し
ぐ
み
に
け
り

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

密
度
濃
く
夕
方
の
冷
え
が
身
に
し
み
て
き
て
、
初
秋
の
山
で
涙
ぐ
ん
だ
。

山
田

「
こ
ま
や
か
に
」
は
「
濃
や
か
に
」
で
微
細
に
、
密
度
濃
く
、
の
意
だ
ろ
う
。「
さ
し
ぐ
む
」
は
「
涙
ぐ
む
」。
体
に
感
じ
る
冷
え

を
「
身
に
そ
ひ
て
」
と
身
体
性
豊
か
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
巧
み
さ
が
あ
る
。「
初
秋
の
山
に
」
の
「
に
」
は
場
所
を
指
示
す
る
助
詞
と
と
っ

た
。
山
の
冷
え
が
こ
ち
ら
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

田
中

結
句
「
さ
し
ぐ
み
に
け
り
」
か
ら
は
、
カ
ア
ル
・
ブ
ッ
セ
の
「
山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
／「
幸
」
住
む
と
人
の
い
ふ
。／
噫あゝ
、
わ
れ

ひ
と
ゝ
尋と
め
ゆ
き
て
、／
涙
さ
し
ぐ
み
、
か
へ
り
き
ぬ
」（
上
田
敏
・
訳
『
海
潮
音
』
明
治
三
十
八
年
）
も
連
想
さ
れ
る
。
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＊
10
・
夜
が
く
れ
ば
「
御
晩
に
な
り
し
た
」
と
云
ふ
挨
拶
を
と
り
か
は
し
つ
つ
灯
を
と
も
す
な
り

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

夜
が
来
る
と
「
御
晩
に
な
り
し
た
」
と
い
う
挨
拶
を
取
り
交
わ
し
な
が
ら
灯
り
を
と
も
す
の
で
あ
る
。

山
田

「
御
晩
に
な
り
し
た
」
と
い
う
口
語
の
挨
拶
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
人
間
の
温
か
み
を
表
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
定
型
短
歌
に
お
け
る
口
語
表
現
の
一
つ
の
取
組
み
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

田
中

夜
遅
く
に
な
り
ま
し
た
、
と
い
う
意
味
の
「
御
晩
に
な
り
し
た
」
は
、
転
じ
て
「
こ
ん
ば
ん
は
」
の
挨
拶
。
東
北
・
北
海
道
で
使

わ
れ
る
こ
と
の
多
い
丁
寧
な
表
現
で
あ
る
。

11
・
山
里
の
か
た
ま
り
あ
へ
る
四
五
軒
が
道
さ
し
は
さ
み
夜よ
の
灯ひ
と
も
せ
り

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

山
里
の
な
か
で
固
ま
り
合
う
よ
う
に
建
っ
て
い
る
四
五
軒
の
家
が
、
道
を
差
し
挟
ん
で
夜
の
灯
り
を
と
も
し
て
い
る
。

山
田

山
里
の
小
さ
な
集
落
に
灯
り
が
と
も
っ
て
い
く
光
景
を
詠
ん
だ
歌
。「
四
五
軒
」
と
い
う
よ
う
に
家
の
数
が
あ
い
ま
い
な
の
で
、

わ
り
と
遠
く
か
ら
風
景
を
眺
め
て
い
て
暗
さ
で
よ
く
は
見
通
せ
な
い
状
況
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
道
さ
し
は
さ
み
」
と
い
う
よ
う
に
、

集
落
が
完
全
に
寄
り
添
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
上
手
い
。

田
中

「
自
然
に
圧
迫
さ
れ
て
」（
前
出
）
に
、「（
峩
々
温
泉
に
は
）
一
軒
の
宿
屋
が
あ
る
許
り
で
あ
つ
た
」「
人
も
余
り
居
な
い
」
と
あ

る
。
旅
人
で
あ
る
わ
が
身
と
「
道
さ
し
は
さ
み
」
地
元
の
生
活
者
が
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
た
の
だ
ろ
う
。
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＊
12
・
な
じ
み
つ
る
温
泉ゆ

の
村
を
す
て
ま
た
知
ら
ぬ
山
め
ぐ
る
里
の
夕
ぐ
れ
に
入
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

・
な
じ
み
つ
る
温
泉ゆ

の
村
を
す
て
又
知
ら
ぬ
山
め
ぐ
る
里
の
夕
ぐ
れ
に
入
る

通
釈

親
し
ん
だ
温
泉
宿
の
あ
る
村
を
去
り
、
ま
た
未
知
の
山
を
取
り
囲
む
里
へ
と
夕
暮
れ
の
な
か
入
っ
て
い
く
。

山
田

「
温
泉
」
で
「
ゆ
」
と
読
ま
せ
る
の
は
利
玄
の
特
徴
。
旅
を
繰
り
返
し
て
い
た
利
玄
の
孤
独
な
心
情
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

田
中

散
文
「
飯
坂
温
泉
」（『
定
本
』
所
収
）
の
、「
青
根
温
泉
に
、
一
ケ
月
程
居
た
帰
り
に
寄
つ
た
、
福
島
県
飯
坂
温
泉
は
非
常
に
気

に
入
つ
た
」は
こ
の
歌
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
飯
坂
へ
来
て
、
湯
の
村
温
泉
の
、
河
に
添
う
た
美
し
い
灯
を
見
た
時
は
、
実
に
う
れ
し

く
て
た
ま
ら
な
か
つ
た
」
と
あ
る
が
、
歌
に
す
る
に
は
「
夕
ぐ
れ
」
の
寂
寥
感
を
演
出
し
て
い
る
。

13
・
東
京
を
遠
く
南
に
感
じ
つ
ヽ
白
石
町
を
と
ぼ
と
ぼ
あ
る
く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

異
同
な
し

通
釈

東
京
を
遠
い
南
の
よ
う
に
感
じ
な
が
ら
、
白
石
町
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
い
る
。

山
田

白
石
町
は
蔵
王
連
峰
の
麓
に
あ
る
宮
城
県
の
白
石
。東
京
を
遠
い
南
の
よ
う
に
思
え
る
の
は
、蔵
王
の
高
い
山
々
が
そ
び
え
て
い
る

こ
と
に
よ
る
心
理
作
用
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
東
京
」を
自
ら
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
っ
か
り
捉
え
て
い
る
こ
と
が
こ
の
歌
か
ら
読
み
取
れ
る
。

田
中

12
で
解
説
し
た
飯
坂
温
泉
に
た
ど
り
つ
く
前
、
暴
風
雨
後
で
、「
馬
で
白
石
の
停
車
場
迄
、
困
難
し
て
出
た
」（「
飯
坂
温
泉
」）と

い
う
記
述
が
あ
る
。「
と
ぼ
と
ぼ
あ
る
く
」に
は
、
そ
の
記
憶
も
加
味
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
白
石
町
は
城
下
町
で
あ
り
、
掘
割
や
水
路
が

あ
り
、
商
家
の
蔵
も
あ
る
街
並
み
で
あ
る
。
徐
々
に
南
下
し
、
東
京
に
近
付
い
て
い
る
道
中
で
あ
る
が
、
み
ち
の
く
が
、「
東
京
」と
い
う
中

心
を
設
定
す
る
た
め
に
布
置
さ
れ
た
周
縁
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
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「
濁
り
川
」

＊
14
・
桐
の
花
雨
ふ
る
中
を
遠
く
来
し
常
陸
の
国
の
停
車
場
に
咲
く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

雨
の
降
る
な
か
を
は
る
ば
る
や
っ
て
来
た
常
陸
の
国
（
現
在
の
茨
城
県
）
の
停
車
場
に
、
桐
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

山
田

東
北
旅
行
か
ら
の
帰
り
の
一
幕
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
桐
は
東
北
地
方
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
利
玄
と
の
別
れ
を
東
北
の
地

が
惜
し
ん
で
い
る
と
い
う
風
に
見
て
雨
の
中
を
咲
く
桐
の
花
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
北
原
白
秋
の
『
桐
の
花
』
が
、
こ
の
歌
が
「
白
樺
」

に
掲
載
さ
れ
る
半
年
前
で
あ
る
大
正
二
年
の
一
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

「
桐
の
花
」
は
夏
の
季
語
。
北
原
白
秋
の
歌
集
『
桐
の
花
』
の
影
響
も
お
そ
ら
く
あ
る
だ
ろ
う
が
、
白
秋
自
身
は
利
玄
の
『
銀
』

を
手
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
事
実
を
、「
日
光
」
利
玄
追
悼
号
で
明
か
し
て
い
る
。「
歌
集
の
『
銀
』
は
見
る
機
会
が
無
く
て
過
ぎ
た
が
、

最
近
の
『
一
路
』
は
寄
贈
を
受
け
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
」（
北
原
白
秋
「
利
玄
の
歌
」「
日
光
」
二
巻
三
号
、
大
正
十
四
年
四
月
）。

下
の
句
の
「
停
車
場
」
は
、
石
川
啄
木
「
ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し
／
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に
／
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」（
初
出＝

明
治
四

十
三
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
近
代
の
停
車
場
は
、
出
郷
・
帰
郷
に
際
し
て
の
別
離
や
旅
愁
を
象
徴
す
る
場
所
」（「
停
車
場
」『
石
川

啄
木
事
典
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一
年
）
で
も
あ
る
。

15
・
あ
づ
ま
ぢ
の
み
ち
の
は
て
な
る
祝
町
の
く
る
わ
を
雨
に
ぬ
れ
て
ゆ
き
す
ぐ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

東
国
地
方
の
道
の
果
て
に
あ
る
祝
町
の
遊
郭
を
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
行
き
過
ぎ
て
い
く
。

山
田

「
あ
づ
ま
ぢ
」
は
「
東
路
」
で
東
海
道
・
東
山
道
の
こ
と
だ
が
、
単
に
東
国
地
方
一
般
も
指
す
。
祝
町
は
水
戸
市
に
近
い
大
洗
の

地
名
の
よ
う
で
あ
り
、
利
玄
が
目
白
中
学
の
教
師
を
し
て
い
た
頃
に
遠
足
の
引
率
で
訪
れ
た
地
域
で
あ
る
。「
祝
町
」と
い
う
め
で
た
い
名
前
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の
町
を
濡
れ
な
が
ら
た
だ
過
ぎ
て
い
き
、
そ
の
祝
福
を
自
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
に
や
や
シ
ニ
カ
ル
な
も
の
を
感
じ
る
。

田
中

歌
の
背
景
に
つ
い
て
、
紅
野
（1981

「
草
稿
」）
に
、「
大
正
二
年
五
月
十
六
日
、
十
七
日
の
、
水
戸
方
面
の
遠
足
（
当
時
利
玄
は

目
白
中
学
の
教
師
を
し
て
い
た
）
に
、
生
徒
を
引
率
し
て
つ
れ
て
い
っ
た
際
の
歌
」「
利
玄
日
記
の
な
か
に
は
『
漁
師
町
を
ぬ
け
て
水
田
の
間

の
街
道
を
水
戸
へ
向
っ
た
』（
略
）生
徒
と
と
も
に
い
う
ふ
う
に
し
な
い
で
、
あ
く
ま
で
一
人
旅
の
如
く
歌
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
興
味
が

い
っ
そ
う
募
る
」
と
い
う
解
説
が
あ
る
。

＊
16
・
板
の
間
の
く
ら
き
に
昼
の
遊
女
ゐ
し
を
見
つ
ヽ
我
が
身
は
行
き
す
ぎ
し
な
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

昼
間
、
暗
い
板
敷
の
上
に
遊
女
が
い
た
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
自
分
は
通
り
過
ぎ
た
。

山
田

「
昼
の
遊
女
」
は
「
昼
の
あ
い
だ
の
仕
事
に
入
っ
て
い
な
い
と
き
の
遊
女
」
の
意
。「
板
の
間
の
く
ら
き
」
と
合
わ
せ
て
、
華
や
か

な
遊
女
が
普
段
見
せ
な
い
陰
の
部
分
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
遊
女
の
姿
を
見
な
が
ら
特
に
何
も
せ
ず
通
り
過
ぎ
る
ば
か
り
の
自
分
を
客
観

的
に
描
き
出
す
こ
と
で
、
そ
の
影
の
部
分
に
深
く
立
ち
入
ろ
う
と
し
な
い
自
身
の
姿
を
強
調
し
て
い
る
。

田
中

大
洗
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: //w

w
w
.oarai-info.jp /rek

isi /isobushi.htm

）
に
よ
る
と
、
大
洗
町
の
祝
町
に
は

「
明
治
初
期
に
は
こ
の
地
に
遊
郭
が
多
数
あ
り
」、
水
戸
の
芸
者
た
ち
は
、
那
珂
湊
の
漁
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
か
ら
「
磯
節
」
と
い
う
民
謡

を
教
わ
り
、
座
敷
歌
と
し
て
歌
っ
て
い
た
と
い
う
。

17
・
雨
後
う
ご
の
昼
を
水
戸
市
に
入
れ
ば
ひ
た
〳
〵
と
水
に
ご
り
み
て
る
路
傍
ろ
ば
う
の
小
川

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
雨
後
の
昼
を
水
戸
市
に
入
れ
ば
な
つ
か
し
や
水
に
ご
り
み
て
る
路
傍
の
小
川
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通
釈

雨
上
が
り
の
昼
に
水
戸
市
に
入
る
と
、
道
端
の
小
川
は
ひ
た
ひ
た
と
水
が
濁
り
な
が
ら
満
ち
て
い
る
。

山
田

「
雨
後
」
と
い
う
固
い
言
い
方
が
歌
を
引
き
締
め
て
い
る
。「
水
戸
」
で
は
な
く
「
水
戸
市
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
土
俗
的
な
地
名
で
は

な
く
社
会
的
な
自
治
体
名
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
濁
っ
た
ま
ま
満
ち
る
小
川
は
「
水
戸
市
」
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。
人
な

ら
ざ
る
も
の
を
排
除
し
て
合
理
的
な
自
治
体
と
し
て
成
立
し
て
い
る
「
水
戸
市
」
の
雰
囲
気
に
濁
り
を
感
じ
て
い
る
。

田
中

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
、
市
制
施
行
に
よ
り
「
水
戸
市
」
と
な
っ
た
。
日
本
で
最
初
の
三
十
一
市
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

＊
18
・
棹
に
ほ
す
子
供
の
着
物
う
つ
り
た
る
雨
後
う
ご
の
場
末
の
う
す
濁
り
川

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
棹
に
ほ
す
子
供
の
着
物
う
つ
り
た
る
雨
後
の
場
末
の
う
す
濁
り
川

通
釈

棹
に
ほ
し
て
あ
る
子
供
の
着
物
を
、
雨
上
が
り
の
場
末
の
薄
く
濁
っ
た
川
の
水
面
が
映
し
出
し
て
い
る
。

山
田

利
玄
が
第
一
子
利
公
を
喪
っ
た
あ
と
の
歌
で
あ
り
、他
人
の
子
の
着
物
を
見
な
が
ら
我
が
子
を
か
な
し
む
気
持
ち
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。「
雨
後
の
場
末
の
う
す
濁
り
川
」と
い
う
徹
底
的
に
よ
ど
ん
だ
風
景
の
描
写
が
、
心
の
奥
に
沈
殿
す
る
か
な
し
み
の
象
徴
と
な
っ
て
い

る
。田

中

前
章
「
み
ち
の
く
に
て
」
で
は
、
み
ち
の
く
か
ら
東
京
を
見
据
え
、
こ
こ
で
も
、「
場
末
」＝

町
は
ず
れ
か
ら
東
京
の
わ
が
身
を
見

据
え
る
視
線
が
あ
る
。「
濁
り
川
」
に
は
樋
口
一
葉
「
に
ご
り
え
」
の
語
感
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

19
・
公
園
の
梅
林
の
青
葉
が
く
れ
の
青
き
実
の
そ
の
昼
わ
れ
に
し
た
し
み
し
な
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

公
園
の
梅
林
の
青
葉
に
隠
れ
て
い
る
青
い
実
が
、
そ
の
昼
は
私
に
と
っ
て
し
た
し
み
を
覚
え
た
も
の
だ
っ
た
。
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山
田

「
の
」
の
繰
り
返
し
で
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。「
公
園
の
梅
林
の
」
と
い
う
初
句
十
音
の
大
胆
な
字
余
り
が
特

徴
的
。「
公
園
」は
利
玄
の
時
代
で
は
最
先
端
の
都
市
設
備
だ
っ
た
は
ず
な
の
で
、
近
代
の
な
か
に
梅
の
実
と
い
う
古
来
の
日
本
に
つ
な
が
る

も
の
が
ふ
と
隠
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
て
し
た
し
み
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
。
青
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
い
る
の
も
印
象
的
。

田
中

明
治
六
（
一
八
七
〇
）
年
に
「
公
園
設
置
に
関
す
る
太
政
官
布
告
」
が
出
さ
れ
、
東
京
府
に
五
つ
の
公
園
が
誕
生
し
た
。
明
治
三

六
（
一
九
〇
三
）
年
に
日
比
谷
公
園
が
開
園
。
北
原
白
秋
も
「
公
園
の
薄
暮
」
と
い
う
詩
を
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
の
「
ス
バ

ル
」
に
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
「
公
園
」
は
、
梅
の
名
所
で
知
ら
れ
る
水
戸
の
偕
楽
園
（
天
保
十
三
年＝

一
八
四
二
年
開
園
）

と
思
わ
れ
る
。

20
・
い
ま
し
が
た
我
が
身
の
あ
り
し
丘
を
よ
そ
に
汽
車
は
汽
車
と
て
走
せ
す
ぎ
に
け
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
い
ま
し
が
た
我
が
身
の
あ
り
し
丘
を
よ
そ
に
つ
れ
な
く
汽
車
は
走
せ
す
ぎ
に
け
り

の
ち
、「
心
の
花
」
十
七
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）

曙
会
記
事

・
今
し
方
我
身
の
在
り
し
丘
を
よ
そ
に
つ
れ
な
く
汽
車
は
走
せ
過
ぎ
に
け
り

通
釈

さ
っ
き
ま
で
我
が
身
を
置
い
て
い
た
丘
を
よ
そ
に
、
汽
車
は
汽
車
と
し
て
そ
の
身
を
走
ら
せ
て
過
ぎ
て
い
っ
た
。

山
田

「
走
す
」
は
「
わ
し
す
」
で
、「
走
ら
せ
る
」
の
意
の
古
風
な
表
現
。
汽
車
を
擬
人
化
し
て
、
ど
ん
ど
ん
と
自
分
の
身
を
走
ら
せ
て

い
く
さ
ま
を
捉
え
て
い
る
。
汽
車
は
当
時
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
近
代
の
象
徴
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

田
中

６
と
同
じ
歌
会
に
提
出
し
た
歌
で
あ
る
。
日
本
で
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
。「
汽
車
」
は
そ
の

頃
の
蒸
気
機
関
車
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
列
車
と
同
意
な
の
だ
ろ
う
。
初
出
か
ら
改
作
を
試
み
、「
汽
車
は
汽
車
と
て
」と
い
う
畳
語
の
表
現

と
な
っ
た
。
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「
昼
間
」

＊
21
・
牡
丹
園
の
す
だ
れ
を
も
れ
て
一
と
こ
ろ
入
日
い
り
ひ
が
あ
た
り
牡
丹
黙
せ
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
牡
丹
園

ぼ
た
ん
えん
の
す
だ
れ
を
も
れ
て
一ひと
と
こ
ろ
入
陽
いり
ひ
が
あ
た
り
牡
丹
黙もだ
せ
り

通
釈

牡
丹
園
に
か
か
っ
て
い
る
す
だ
れ
の
一
カ
所
に
夕
陽
が
あ
た
り
光
の
漏
れ
て
い
る
な
か
を
、
牡
丹
は
黙
っ
て
咲
い
て
い
る
。

山
田

牡
丹
の
花
が
持
つ
艶
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
く
わ
え
て
、
そ
れ
が
沈
黙
す
る
と
い
う
表
現
が
憂
愁
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
の
ち
の
作

品
「
牡
丹
花

ぼ
た
ん
く
わ
は
咲さ
き
定さだ
ま
り
て
静
か
な
り
花
の
占し
め
た
る
位
置
ゐ
ち
の
た
し
か
さ
」（『
一
路
』）
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
利
玄
は
牡
丹
に
対
し
て
一

カ
所
に
留
ま
っ
て
物
を
言
わ
ず
耐
え
忍
ぶ
花
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
よ
う
だ
。

田
中

「
牡
丹
」は
夏
の
季
語
。
こ
の
歌
の
背
景
と
し
て
は
、
大
正
二
年
五
月
四
日
の
日
記
に
、「
牡
丹
は
盛
で
豊
艶
で
此
上
な
く
綺
麗
だ
っ

た
。
そ
れ
で
ゐ
て
船
で
亀
井ママ
戸
へ
廻
っ
た
」
と
、
牡
丹
を
見
物
に
行
っ
た
記
述
が
あ
る
（
紅
野
（1981

「
草
稿
」））。
ま
た
、
古
く
は
、
明
治

三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
二
十
一
日
の
日
記
に
、「
暖
き
朝
な
り
庭
を
歩
め
り
霜
見
え
ず
牡
丹
の
芽
や
ヽ
大
き
く
な
り
ぬ
」
と
、
牡
丹
に

注
目
し
た
記
述
が
あ
っ
た
（
紅
野
敏
郎
「
日
露
戦
争
と
木
下
利
玄
」（
上
）「
短
歌
」
一
九
八
二
年
三
月
号
）。

＊
22
・
わ
が
瞳
華
美
は
で
に
び
ヽ
し
く
と
ら
へ
つ
ヽ
お
し
黙だま
り
ゐ
る
胴
慾
な
牡
丹

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
わ
が
瞳とみ華
美
は
で
に
び
ヽ
し
く
と
ら
へ
つ
ヽ
お
し
黙だま
り
ゐ
る
胴
慾
な
牡
丹

通
釈

わ
た
し
の
瞳
に
は
華
美
（
派
手
）
で
美
し
い
姿
に
映
っ
て
い
る
が
、
欲
の
深
い
牡
丹
は
ひ
た
す
ら
お
し
黙
っ
て
い
る
。

山
田

「
び
ゝ
し
く
」
は
「
美
々
し
く
」。
き
ら
び
や
か
な
よ
う
に
見
え
る
牡
丹
で
あ
る
が
、
ひ
た
す
ら
お
し
黙
っ
て
い
る
欲
の
深
い
花
な

の
だ
と
表
現
し
て
い
る
。
牡
丹
を
沈
黙
の
花
と
と
ら
え
る
見
方
が
連
続
し
て
お
り
、
ま
た
女
性
的
な
存
在
と
し
て
擬
人
化
し
て
い
る
。
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田
中

「
胴
慾
」
は
「
無
慈
悲
な
」「
情
け
を
し
ら
な
い
」
な
ど
の
意
味
で
、
近
松
門
左
衛
門
の
戯
曲
に
用
例
が
あ
る
。
初
出
「
こ
ヽ
ろ
ね
」

二
十
三
首
の
う
ち
、
21
〜
24
は
巻
頭
の
四
首
で
、
歌
順
の
変
更
も
な
い
。

23
・
本
所
錦
糸
堀
の
た
ま
り
水
に
日
暮
れ
闇
は
ひ
風
の
さ
む
し
も

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
本
所
錦
糸
堀
の
た
ま
り
水
に
日
暮
れ
闇やみ
は
ひ
風
の
さ
む
し
も

通
釈

本
所
錦
糸
堀
の
水
た
ま
り
の
沼
に
日
は
暮
れ
、
闇
が
這
い
寄
っ
て
き
て
風
は
実
に
寒
い
。

山
田

本
所
錦
糸
堀
は
「
ほ
ん
じ
ょ
き
ん
し
ぼ
り
」
で
、
上
句
は
大
胆
な
字
足
ら
ず
と
な
っ
て
い
る
。
本
所
錦
糸
堀
は
怪
談
「
お
い
て
け

堀
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、「
闇
は
ひ
」
な
ど
の
表
現
か
ら
妖
怪
・
怪
異
的
な
ム
ー
ド
の
立
ち
込
め
る
歌
で
あ
る
。
東
京
の
な
か

に
も
土
俗
と
連
な
る
「
闇
」
を
見
出
し
て
お
り
、
そ
の
不
安
感
が
字
足
ら
ず
の
韻
律
と
呼
応
し
て
い
る
。

田
中

21
で
ふ
れ
た
大
正
二
年
五
月
四
日
の
日
記
に
、
牡
丹
を
見
た
帰
り
、「
江
東
橋
迄
俥
に
の
っ
た
。
錦
糸
堀
辺
の
水
た
ま
り
の
沼
と

工
場
の
間
の
白
い
道
を
寒
い
夕
方
に
俥
で
通
っ
た
の
は
一
種
の
情
緒
が
あ
っ
た
」
と
あ
り
、「
た
ま
り
水
」
が
「
沼
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
利
玄
は
東
大
在
学
中
か
ら
小
泉
八
雲
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
（『
定
本
』、
五
島
茂
の
解
説
）。

＊
24
・
黒
い
工
場
と
た
ま
り
水
の
間
に
た
そ
が
れ
の
白
き
道
あ
り
人
力
じんりき
走
り
す
ヽ
む

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
黒
い
工
場
こ
う
ば
と
た
ま
り
水
の
間あいだに
た
そ
が
れ
の
白
き
道
あ
り
人
力
走
り
す
ヽ
む

通
釈

黒
い
工
場
と
溜
ま
っ
て
い
る
水
の
あ
い
だ
に
夕
暮
れ
時
の
白
い
道
が
あ
り
、
そ
こ
を
人
力
車
が
走
っ
て
進
ん
で
い
く
。

山
田

「
工
場
」
は
「
こ
う
ば
」
と
読
む
。
初
句
と
結
句
が
字
余
り
と
な
っ
て
い
る
。「
た
ま
り
水
」
は
23
に
も
登
場
す
る
、
本
所
錦
糸
堀
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の
沼
と
同
じ
。
黒
い
工
場
と
白
い
道
と
の
対
比
が
あ
り
、
人
力
車
に
乗
り
な
が
ら
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
捉
え
て
み
せ
た
歌
。
結
句
の
字
余

り
に
人
力
車
が
走
る
リ
ズ
ム
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

田
中

23
の
解
説
の
通
り
、「
沼
と
工
場
の
間
の
白
い
道
を
寒
い
夕
方
に
俥
で
通
っ
た
」
折
に
感
じ
た
「
一
種
の
情
緒
」
の
歌
で
あ
る
。

明
治
近
代
を
象
徴
す
る
「
工
場
」
と
、「
闇
」
を
か
か
え
た
沼
と
の
間
の
「
白
き
道
」。
人
力
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
対
比
な
ど
を
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
極
端
な
破
調
を
生
み
だ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
黒
き
」
で
は
な
く
「
黒
い
」
と
、
口
語
調
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。

25
・
生
き
も
の
ヽ
身
う
ち
の
力
そ
ヽ
の
か
し
青
葉
の
五
月
の
太
陽
が
照
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

生
き
物
の
体
内
の
力
を
せ
き
た
て
な
が
ら
、
青
葉
し
げ
る
五
月
の
太
陽
が
照
る
。

山
田

「
そ
ヽ
の
か
し
」
は
「
勧
め
る
・
せ
き
た
て
る
」
の
意
で
、「
悪
事
を
そ
そ
の
か
す
」
と
い
っ
た
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い

を
も
た
な
い
上
代
の
用
法
を
採
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
か
に
も
白
樺
的
な
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
「
生
の
力
」
礼
賛
の
歌
。

田
中

初
出
で
は
20
の
次
に
こ
の
歌
で
、
そ
の
次
は
32
の
歌
で
あ
る
。

26
・
甲
羅
虫
草
の
葉
ず
ゑ
に
つ
る
み
た
り
野
原
の
露
は
昼
ぬ
る
み
つ
ヽ

【
初
出
】
本
歌
集

通
釈

甲
虫
が
草
の
葉
の
先
で
交
尾
を
し
て
い
る
。
野
原
の
露
が
昼
の
な
か
で
ぬ
る
ま
っ
て
い
く
。

山
田

甲
羅
虫
は
、
日
本
国
語
大
辞
典
に
よ
る
と
カ
ブ
ト
ム
シ
と
コ
ガ
ネ
ム
シ
が
地
方
に
よ
っ
て
は
こ
う
呼
ば
れ
る
ら
し
い
。
草
の
葉
の

先
に
乗
れ
る
く
ら
い
の
大
き
さ
の
わ
け
だ
か
ら
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
ほ
う
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
交
尾
を
す
る
虫
」と「
ぬ
る
ま
っ
て
い
く
露
」

― ―141

（

）

七
四

北海学園大学人文論集 第55号(2013年８月)



の
イ
メ
ー
ジ
の
二
物
衝
突
が
図
ら
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
真
昼
の
野
原
の
倦
怠
感
を
強
調
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

田
中

交
尾
を
す
る
虫
を
歌
材
と
し
、
前
後
の
歌
と
併
せ
て
、
生
命
世
界
へ
の
頌
歌
と
な
っ
て
い
る
。

＊
27
・
核たね
か
づ
き
黒
土
い
づ
る
こ
の
芽
生
へママ
ま
こ
と
に
こ
れ
は
力
持
て
る
よ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

核
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
黒
土
か
ら
生
え
て
き
た
こ
の
芽
は
、
こ
れ
は
本
当
に
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

山
田

「
か
づ
き
」
は
「
被
く
」
の
連
用
形
。
小
さ
い
な
が
ら
強
い
力
を
持
っ
た
生
命
力
へ
の
素
朴
な
感
嘆
。
生
命
力
へ
の
賛
美
は
「
白

樺
」
派
の
特
色
で
あ
る
。

田
中

初
出
で
は
、
28
〜
30
・「
朝
の
木
戸
空
気
が
ほ
の
に
桐
の
花
の
香
を
も
ち
わ
が
身
立
ち
も
と
ほ
る
も
」（
未
収
録
）・
31
・
そ
し
て

こ
の
27
と
い
う
歌
順
で
あ
っ
た
。「
生は
ゆ
」
は
ヤ
行
下
二
段
活
用
の
動
詞
な
の
で
、「
生
え
」
の
表
記
が
正
し
い
。

＊
28
・
緑
葉
の
陰
に
嬰
児
え
い
じ
の
足
の
指
な
ら
べ
み
山
す
ヾ
蘭
花
も
ち
に
け
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
緑
葉
の
陰かげ
に
嬰
児
の
足
の
指
な
ら
べ
み
山
す
ヾ
蘭
花
も
ち
に
け
り

通
釈

緑
色
の
葉
の
陰
に
赤
ん
坊
の
足
の
指
が
並
ん
で
い
て
、
深
山
鈴
蘭
の
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

山
田

「
緑
葉
の
陰
に
／
嬰
児
の
足
の
／
指
な
ら
べ
／
み
山
す
ゞ
蘭
／
花
も
ち
に
け
り
」と
い
う
初
句
字
余
り
の
か
た
ち
と
読
ん
だ
。「
み

山
」
は
「
深
山
」、「
す
ゞ
蘭
」
は
「
鈴
蘭
」。「
緑
葉
」
と
「
み
ど
り
ご
」
で
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
け
た
の
ち
に
、
赤
ん
坊
の
白
く
小
さ
な
足

の
指
を
鈴
蘭
の
花
に
見
立
て
た
隠
喩
の
歌
。
子
供
に
対
す
る
優
し
い
視
点
は
子
を
亡
く
し
た
経
験
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
あ
た
た
か
な

が
ら
悲
痛
さ
も
あ
る
。
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田
中

時
代
は
下
る
が
、
北
原
白
秋
に
「
本
草
の
さ
び
し
き
相
の
そ
の
中
に
こ
と
に
寂
し
き
は
深
山
鈴
蘭
」（『
雀
の
卵
』
大
正
十
年
）
と

「
深
山
鈴
蘭
」
を
歌
っ
た
も
の
が
あ
り
、
島
木
赤
彦
は
「
山
の
上
に
心
伸
々
のびのび
し
子
ら
二
人
鈴
蘭
の
花
を
掘
り
て
遊
べ
る
」（『
太
虚
集
』
大
正
十

三
年
）
と
、
子
ど
も
と
鈴
蘭
と
を
取
り
合
わ
せ
て
い
る
。

29
・
ほ
の
〳
〵
と
わ
が
こ
ヽ
ろ
ね
の
か
な
し
み
に
咲
き
つ
づ
き
た
る
白
き
野
い
ば
ら

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
ほ
の
〳
〵
と
わ
が
こ
ヽ
ろ
ね
の
か
な
し
み
に
咲
き
つ
ヾ
き
た
る
白
き
野
い
ば
ら

通
釈

私
の
心
の
奥
の
悲
し
み
に
、
ほ
の
ぼ
の
と
咲
き
続
け
る
白
い
野
い
ば
ら
。

山
田

利
玄
に
は
珍
し
い
、
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
の
み
で
構
成
さ
れ
た
歌
。
純
白
だ
が
と
げ
を
持
つ
野
い
ば
ら
の
花
は
、
利
玄
の
心
の
繊
細

さ
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

田
中

「
野の
薔
薇
い
ば
ら
の
花
」
は
夏
の
季
語
。『
銀
』
に
は
も
う
一
首
、
白
い
野
い
ば
ら
を
歌
っ
た
も
の
が
あ
る
（
210
首
目
「
草
堤
の
芽
が
根
も

と
に
野
い
ば
ら
の
白
く
泣
き
居
る
夏
の
停
車
場
」）。

30
・
夕
が
た
の
雨
あ
た
ヽ
か
く
野
い
ば
ら
に
ぬ
れ
そ
ヽ
ぐ
な
り
な
つ
か
し
い
か
も

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

夕
方
の
雨
は
あ
た
た
か
く
野
い
ば
ら
を
濡
ら
し
な
が
ら
注
ぐ
よ
う
に
降
っ
て
い
て
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

山
田

こ
ち
ら
は
実
景
の
野
い
ば
ら
を
詠
ん
で
い
る
が
、「
こ
こ
ろ
ね
の
野
い
ば
ら
」
と
も
呼
応
し
て
い
る
。
あ
た
た
か
い
夕
方
の
雨
は

あ
る
種
の
恩
寵
で
あ
る
。「
な
つ
か
し
き
か
も
」
で
は
な
く
「
な
つ
か
し
い
か
も
」
と
な
っ
て
お
り
、
口
語
調
に
文
語
風
の
終
助
詞
「
か
も
」

が
付
く
と
い
う
不
思
議
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
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田
中

『
定
本

歌
集
編
』
等
で
も
「
な
つ
か
し
い
か
も
」
の
表
記
の
ま
ま
で
あ
る
。
当
時
の
「
白
樺
」
を
見
て
も
、
歴
史
的
仮
名
遣
い

と
口
語
表
記
と
の
混
交
は
か
な
り
見
ら
れ
、
こ
だ
わ
り
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

31
・
目
の
前
の
日
な
た
の
地
に
来
て
砂
あ
び
る
思
へ
ば
雀
も
可
愛
き
小
鳥

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
目
の
前
の
日
な
た
の
地ち
に
来
て
砂
あ
び
る
思
へ
ば
雀
も
可
愛
き
小
鳥

通
釈

目
の
前
に
あ
る
日
な
た
の
土
に
来
て
砂
を
浴
び
て
い
る
。
思
え
ば
雀
も
可
愛
い
小
鳥
で
あ
る
。

山
田

上
句
で
「
砂
あ
び
る
」
の
主
体
を
明
確
に
せ
ず
、
下
句
で
雀
と
種
明
か
し
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
身
近
す

ぎ
て
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
思
え
ば
雀
も
か
わ
い
い
小
鳥
だ
っ
た
と
い
う
感
慨
。「
青
い
鳥
」（「
ス
バ
ル
」に
金
星
草
訳
で
、
明
治
四
十

十
三
年＝

一
九
一
〇
年
翻
訳
あ
り
）
を
想
起
さ
せ
る
。

田
中

「
思
へ
ば
」
を
用
い
る
と
散
文
ふ
う
に
な
る
が
、
逆
に
そ
の
散
文
調
を
活
か
し
た
歌
と
な
っ
て
い
る
。

32
・
汽
車
道
の
赤
土
あかつち
土
手
ど
て
の
白
き
花
夏
が
身
近
み
ぢ
か
に
ま
た
よ
り
て
来
ぬ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
汽
車
道
の
赤
土
土
手
の
白
き
花
夏
が
又
来
ぬ
身
近
か
に
息
し

通
釈

汽
車
道
の
赤
土
、
土
手
の
白
い
花
、
今
年
も
ま
た
夏
が
身
近
に
寄
っ
て
き
た
の
だ
。

山
田

名
詞
を
二
つ
並
べ
た
あ
と
に
「
夏
が
ま
た
近
づ
い
て
き
た
」
と
い
う
感
慨
を
詠
ん
だ
歌
。
初
夏
の
清
涼
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
現

代
的
な
感
覚
の
歌
で
あ
る
。「
赤
土
」
と
「
白
き
花
」
の
色
彩
的
対
比
も
含
め
た
名
詞
の
連
続
が
読
む
者
を
高
揚
さ
せ
る
。

田
中

紅
野
（1981

「
草
稿
」）
に
よ
る
と
、
草
稿
の
原
歌
は
「
汽
車
道
の
赤
土
土
手
の
白
き
花
夏
が
ま
た
来
ぬ
身
近
に
息
し
」
で
あ
っ
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た
と
い
う
。
刊
行
直
前
に
32
の
下
の
句
に
手
直
し
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

＊
33
・
窓
ぎ
は
の
と
あ
る
工
女
の
二
の
腕
の
今
日
も
今
日
と
て
ふ
と
れ
る
す
べ
な
さ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

窓
際
に
い
る
名
も
知
ら
ぬ
工
女
の
二
の
腕
が
、
今
日
も
ま
た
太
っ
て
い
る
と
い
う
ど
う
し
よ
う
も
な
さ
よ
。

山
田

「
の
」
を
重
ね
て
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
く
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
工
女
と
い
う
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
女
性
の
肉
体
性
を

身
も
蓋
も
な
く
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
し
さ
が
あ
る
。

田
中

20
の
下
の
句
に
「
汽
車
は
汽
車
と
て
走
せ
す
ぎ
に
け
り
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
「
今
日
も
今
日
と
て
」
と
、
散
文
的
な
「
と
て
」

が
使
わ
れ
て
い
る
。

＊
34
・
は
づ
み
あ
る
処
女
を
と
め
の
肌
の
は
ね
か
へ
す
物
な
く
い
た
み
汗
も
つ
昼
間

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
は
ず
み
あ
る
処
女
を
と
め
の
肌
の
は
ね
か
へ
す
物
な
く
い
た
み
汗
も
つ
昼
間

通
釈

弾
力
感
の
あ
る
乙
女
の
肌
が
、
は
ね
か
え
す
も
の
も
な
い
ま
ま
痛
ん
で
汗
を
か
い
て
い
る
昼
間
で
あ
る
。

山
田

何
か
を
ぶ
つ
け
て
も
跳
ね
返
し
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
若
々
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
弾
力
感
の
あ
る
肌
な
の
に
、実
際
は
昼
間
の
重
労

働
に
耐
え
て
痛
々
し
く
汗
を
か
い
て
い
る
。
前
述
の
工
女
の
歌
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
純
粋
な
ほ
ど
の
少
女
礼
賛
、
若
さ
賛
美
が
あ
る
一
方

で
、
労
働
現
場
の
痛
々
し
さ
に
も
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。

田
中

初
出
「
こ
ヽ
ろ
ね
」
二
十
三
首
の
う
ち
、
十
一
か
ら
十
四
首
目
が
一
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
歌
集
の
歌
順
は
55
・
34
〜
36

で
あ
り
、
55
の
歌
だ
け
が
離
れ
た
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
。
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35
・
を
ん
な
の
春
の
肌
身
の
汗
ば
み
を
む
し
暑
く
つ
ヽ
む
着
物
の
お
も
み

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

春
の
季
節
、
女
の
汗
ば
ん
だ
肌
を
む
し
暑
く
つ
つ
む
着
物
の
重
み
よ
。

山
田

「
を
ん
な
の
」
と
い
う
字
足
ら
ず
の
初
句
が
一
首
全
体
の
け
だ
る
い
ム
ー
ド
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
汗
ば
ん
だ
肌
を
想
像
し

な
が
ら
実
際
に
あ
る
の
は
着
物
の
「
重
み
」
と
い
う
触
覚
で
あ
る
点
が
官
能
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
脱
い
だ
あ
と
の
着
物
な

の
だ
ろ
う
。

田
中

「
春
の
肌
身
」
と
い
う
言
葉
は
、
二
カ
月
前
の
「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）
収
録
、「
春
の
肌
身
」
二
十
四
首
詠
の
タ

イ
ト
ル
か
ら
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＊
36
・
淫たは
れ
女
が
着
も
の
し
ん
な
り
湯
上
り
の
か
ら
だ
に
つ
く
る
昼
の
こ
ヽ
ろ
ね

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

異
同
な
し

通
釈

遊
女
の
着
物
が
し
ん
な
り
と
し
て
い
て
、
湯
上
り
の
か
ら
だ
に
昼
間
の
本
心
を
つ
く
っ
て
い
る
。

山
田

利
玄
の
官
能
美
に
あ
ふ
れ
た
歌
。「
淫
れ
女
」
は
遊
女
の
こ
と
だ
ろ
う
。「
し
ん
な
り
」
と
い
う
や
わ
ら
か
な
擬
態
語
を
、
動
詞
を

添
え
ず
に
用
い
て
読
者
に
想
像
の
余
地
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
巧
み
。
後
半
は
少
し
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
て
し
ん
な
り
と
し
て

い
る
着
物
を
見
て
情
欲
を
感
じ
な
が
ら
も
、
昼
間
に
考
え
て
い
た
本
心
を
思
い
出
し
て
湯
上
り
の
熱
い
か
ら
だ
と
気
持
ち
を
醒
ま
そ
う
と
し

て
い
る
、
と
い
う
風
に
読
ん
だ
。

田
中

北
原
白
秋
『
桐
の
花
』（
前
出
）
に
、「
き
り
ぎ
り
す
よ
き
淫たは
れ
女
が
ひ
と
り
寝
て
氷
食
む
日
と
な
り
に
け
る
か
な
」
と
い
う
歌
も

あ
る
。
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＊
37
・
見
ら
る
ヽ
を
ひ
た
ひ
に
感
じ
う
つ
む
け
る
お
ぼ
こ
む
す
め
の
を
ん
な
ら
し
さ
よ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
見
ら
る
ヽ
を
ひ
た
ひ
に
感
じ
う
つ
む
け
る
内
気
娘
の
昼
の
肌
か
な

通
釈

見
ら
れ
て
い
る
視
線
を
額
に
感
じ
て
う
つ
む
い
た
若
い
娘
の
女
ら
し
い
こ
と
よ
。

山
田

視
線
に
照
れ
て
う
つ
む
い
て
し
ま
う
若
い
娘
の
初
々
し
さ
を
賛
美
し
た
歌
。
前
述
の
「
淫
れ
女
」
と
は
対
照
的
な
純
粋
で
垢
抜
け

し
て
い
な
い
少
女
の
姿
は
、
島
崎
藤
村
の
「
初
恋
」
を
想
起
さ
せ
る
。

田
中

初
出
の
下
の
句
が
改
作
さ
れ
、
ひ
ら
が
な
書
き
の
や
わ
ら
か
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

38
・
い
ぢ
ら
し
さ
忘
れ
も
か
ね
つ
泣
き
居
た
る
浴
衣
の
胸
の
乳
の
ふ
く
ら
み

【
初
出
】「
白
樺
」
三
巻
九
号
（
大
正
元
年
九
月
）「
夏
の
末
」

異
同
な
し

通
釈

い
じ
ら
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
泣
い
て
い
る
と
き
の
浴
衣
の
胸
の
乳
の
ふ
く
ら
み
を
。

山
田

倒
置
法
を
用
い
て
い
る
。
37
の
歌
の
路
線
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
、
垢
抜
け
し
て
い
な
い
少
女
像
が
浮
か
ん
で
く
る
歌
。
た
だ
し「
胸

の
乳
の
ふ
く
ら
み
」
の
着
目
す
る
な
ど
、
視
線
が
か
な
り
セ
ク
シ
ャ
ル
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

田
中

一
連
は
大
正
二
年
作
品
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
の
み
前
年
の
作
品
を
配
置
し
て
お
り
、
官
能
的
な
物
語
を
志
向
し
た
構
成
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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「
肌
身
」

＊
39
・
西
洋
の
絵
紙
に
て
幼をさな馴
染
な
じ
み
な
る
空
い
ろ
ば
な
の
み
ち
ば
た
に
咲
く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
西
洋
の
絵
紙
に
て
幼
な
馴
染
み
な
る
空
色
花

そらいろばな
の
み
ち
ば
た
に
咲
く

通
釈

西
洋
の
絵
紙
に
て
幼
い
頃
か
ら
馴
染
ん
で
い
た
空
色
の
花
が
道
端
に
咲
い
て
い
る
。

山
田

絵
紙
と
は
子
供
の
遊
び
に
使
う
絵
の
描
か
れ
た
紙
。「
幼
馴
染
」
は
現
代
語
で
は
人
間
に
対
し
て
の
み
使
う
が
、
当
時
は
事
物
に

対
し
て
も
用
い
て
い
た
。
子
供
の
頃
に
絵
紙
で
親
し
ん
で
き
た
空
色
の
花
が
、
今
目
の
前
の
道
端
に
咲
い
て
い
る
。
い
っ
き
に
童
心
に
還
る

よ
う
な
瞬
間
の
思
い
が
、「
空
い
ろ
ば
な
」と
い
う
ひ
ら
が
な
混
じ
り
の
表
記
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
西
洋
の
絵
紙
で
遊
ん
で
い
た

と
い
う
利
玄
の
育
ち
の
ハ
イ
ソ
さ
も
際
立
つ
。
空
色
花
と
い
う
名
の
花
は
な
く
、
利
玄
の
造
語
と
思
わ
れ
る
。
空
色
の
花
自
体
は
ワ
ス
レ
ナ

グ
サ
や
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
な
ど
色
々
あ
る
。

田
中

初
出
「
空
色
そらいろ
花ばな
」
十
首
の
う
ち
、
巻
頭
の
二
首
が
39
と
40
で
あ
る
。「
空
色
花
」
が
何
の
花
で
あ
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

北
原
白
秋
『
桐
の
花
』（
前
出
）
に
「
仏
蘭
西
の
み
や
び
少
女
が
さ
し
か
ざ
す
勿
忘
わすれな
草ぐさ
の
空
い
ろ
の
花
」
と
い
う
歌
も
あ
る
。「
勿
忘
草
」
は

春
の
季
語
。

＊
40
・
太
陽
は
あ
た
ヽ
か
に
あ
た
ヽ
か
に
母
ら
し
き
愛
を
送
れ
り
空
色
そらいろ
の
花
に

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
太
陽
は
あ
た
ヽ
か
に
あ
た
ヽ
か
に
母
ら
し
き
愛
を
送
れ
り
空
色
の
花
に

通
釈

太
陽
は
あ
た
た
か
く
あ
た
た
か
く
母
の
よ
う
な
愛
を
送
っ
て
い
た
。
空
色
の
花
に
。

山
田

白
樺
的
生
命
賛
歌
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
太
陽
、
あ
た
た
か
、
母
と
縁
語
を
つ
な
げ
に
つ
な
げ
て
い
る
。「
空
色
の
花
」
と
表
現
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す
る
事
で
、
空
そ
の
も
の
が
ひ
と
つ
の
花
で
あ
る
か
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
思
わ
せ
る
。「
空
色
」に
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
現
代

で
は
当
た
り
前
の
表
現
も
当
時
は
意
外
と
斬
新
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

菱
川
（1973

）
の
注
に
、
利
玄
は
満
四
歳
で
実
母
か
ら
離
さ
れ
て
上
京
し
、
六
歳
の
と
き
に
実
母
が
故
郷
で
没
し
た
こ
と
か
ら
、

「
母
性
的
な
も
の
へ
の
憧
憬
が
強
く
育
っ
て
い
っ
た
」（
四
七
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
ま
さ
に
、
あ
た
た
か
な
「
母
ら
し
き
愛
」
へ
の
憧

憬
で
あ
ろ
う
。

＊
41
・
我
が
顔
を
雨
後
う
ご
の
地
面
に
近
づ
け
て
ほ
し
い
ま
ヽ
に
は
こ
べ
を
愛
す

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
我
が
顔
を
雨
後
の
地
面
に
近
づ
け
て
ほ
し
い
ま
ヽ
に
は
こ
べ

﹅
﹅
﹅
を
愛
す

通
釈

自
分
の
顔
を
雨
上
が
り
の
地
面
に
近
づ
け
て
、
思
い
通
り
に
は
こ
べ
を
愛
す
る
。

山
田

「
ほ
し
い
ま
ゝ
に
」
の
字
足
ら
ず
が
特
徴
。
草
体
の
低
い
は
こ
べ
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
に
は
人
間
の
ほ
う
が
態
勢
を
低
く
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
人
間
の
側
か
ら
自
然
に
寄
り
添
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

田
中

川
田
順
『
木
下
利
玄
』（
雄
鶏
社
、
一
九
五
七
年

以
下
、
川
田
（1957

）
と
略
す
）
に
、
こ
の
歌
の
鑑
賞
文
が
あ
る
。「
竹
柏
会

で
利
玄
は
こ
の
歌
を
出
し
た
が
、
千
亦
も
恍
も
こ
れ
を
賞
め
た
。
私
も
賛
成
し
た
が
、
う
か
と
口
を
す
べ
ら
し
て
『
鶏
の
よ
う
だ
ね
』
と
冗

談
を
言
つ
た
と
こ
ろ
、
さ
す
が
に
お
と
な
し
い
利
玄
も
、
そ
の
時
は
ち
よ
い
と
い
や
な
顔
を
し
た
」（
四
七
頁
）。

42
・
子
供
の
頃
皿
に
黄
を
溶
き
藍
を
ま
ぜ
し
か
の
み
ど
り
色
に
も
ゆ
る
芽
の
あ
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
子
供
の
頃
皿
に
黄
を
溶と
き
藍
を
ま
ぜ
し
か
の
み
ど
り
色
に
も
ゆ
る
芽
の
あ
り
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通
釈

子
供
の
頃
、
絵
皿
に
黄
色
の
絵
の
具
を
溶
い
て
藍
色
を
混
ぜ
て
つ
く
っ
た
あ
の
緑
色
を
し
て
萌
え
て
い
る
芽
が
あ
る
。

山
田

絵
の
具
で
つ
く
っ
た
人
工
の
色
を
自
然
の
色
と
重
ね
て
い
る
。
幼
い
頃
に
人
工
物
に
先
に
触
れ
、
の
ち
に
そ
れ
を
再
現
す
る
自
然

に
出
会
う
と
い
う
構
成
は
39
と
同
一
。
都
会
育
ち
で
あ
る
利
玄
の
生
い
立
ち
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
歌
が
と
も

に
幼
い
日
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
も
興
味
深
い
点
。

田
中

初
出
の
「
春
の
肌
身
」
二
十
四
首
の
前
に
は
、「
此
の
歌
の
集
り
を
有
島
生
馬
兄
に
献
ぐ
」
と
い
う
献
辞
が
置
か
れ
て
い
る
。
明

治
三
十
七
年
十
月
一
日
の
日
記
に
、「
白
馬
会
展
覧
会
」で
有
島
生
馬
の
油
絵
四
点
な
ど
を
見
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
日
記
の
出
典
は
、
紅
野
敏
郎
「
日
露
戦
争
と
木
下
利
玄
（
下
）」「
短
歌
」
一
九
八
二
年
五
月
号
）。

な
お
、
初
出
で
は
こ
の
歌
の
あ
と
に「
春
の
日
の
庭
の
地
面
に
風
信
草

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、
ポ
イ
ン
テ
リ
ス
ト
の
絵
の
具
落
せ
り
」「
箱
の
中
の
西
洋
菓
子
を

思
ひ
出
で
紅
茶
の
み
た
し
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
花ばな
」
の
二
首
が
あ
っ
た
が
、
歌
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

＊
43
・
年
上
としうへ
の
女
の
愛
に
身
を
つ
ヽ
み
あ
ま
ゆ
る
お
も
ひ
春
の
夜
に
触
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
年
上
の
女
の
愛
に
身
を
つ
ヽ
み
あ
ま
ゆ
る
お
も
ひ
春
の
夜
に
触
る

通
釈

年
上
の
女
性
の
愛
に
身
を
包
ん
で
甘
え
る
思
い
に
、
春
の
夜
に
触
れ
る
。

山
田

年
譜
を
見
る
限
り
で
は
、
利
玄
は
ト
ピ
ッ
ク
に
な
る
ほ
ど
の
年
上
の
女
性
と
の
恋
愛
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
幼
い
と
き
に
生

き
別
れ
に
な
っ
て
再
び
会
わ
ぬ
ま
ま
に
亡
く
な
っ
た
生
母
へ
の
憧
憬
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

初
出
の
歌
順
は
、
44
・
43
・
46
・
45
で
あ
り
、
歌
集
で
は
微
妙
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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44
・
春
の
夜
の
あ
ま
き
う
る
ほ
ひ
こ
そ
ば
ゆ
く
指
尖
ゆびさき
に
来
て
く
ち
づ
け
を
す
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
春
の
夜
の
あ
ま
き
う
る
ほ
ひ
し
な
や
か
に
指
尖
に
来
て
く
ち
づ
け
を
す
る

通
釈

春
の
夜
の
甘
い
潤
い
が
く
す
ぐ
っ
た
く
指
先
に
来
て
く
ち
づ
け
を
す
る
。

山
田

「
指
尖
」
に
「
あ
ま
き
う
る
ほ
ひ
」
が
来
る
と
解
釈
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
あ
ふ
れ
る
甘
い
歌
で
あ
り
、「
春
の
肌
身
」
の
路
線

を
引
き
継
い
で
い
る
。

田
中

初
出
で
は
三
句
目
が
「
し
な
や
か
に
」
で
あ
り
、
や
や
常
凡
で
あ
っ
た
。「
こ
そ
ば
ゆ
く
」
と
改
作
し
た
こ
と
で
、
動
き
が
生
ま

れ
て
い
る
。
な
お
、「
指
尖
ゆびさき
」
と
い
う
言
葉
は
、『
銀
』
70
首
目
「
心
行
き
て
指
尖
ゆびさき
と
な
り
な
で
ヽ
ゐ
る
女
の
ま
ろ
く
し
ろ
き
た
ヽ
む
き
」、
224

首
目
「
風
触
れ
ず
指
尖
ゆびさき
熱あつ
き
繃
帯
を
君
苦
に
し
つ
ヽ
寝
ね
が
て
に
す
る
」、
226
首
目
「
指
尖
ゆびさき
に
身
う
ち
の
熱
の
あ
つ
ま
り
て
う
み
持
つ
傷
の
痛

む
あ
け
方
」
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

45
・
こ
の
君
の
ふ
と
こ
ろ
ぬ
く
き
に
ほ
ひ
よ
り
わ
れ
つ
ヽ
む
ら
む
こ
の
母
ら
し
さ
は

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

君
の
ふ
と
こ
ろ
の
こ
の
温
か
い
匂
い
か
ら
、
私
を
包
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
。
こ
の
母
ら
し
さ
は
。

山
田

結
句
が
八
音
と
な
っ
て
い
る
。「
母
ら
し
さ
」
と
い
う
言
葉
が
直
截
的
に
あ
ら
わ
れ
、
利
玄
の
母
性
憧
憬
が
は
っ
き
り
と
打
ち
出

さ
れ
る
。

田
中

特
に
な
し
。
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＊
46
・
足
ひ
ろ
げ
男
を
を
ど
る
彼
の
女
こ
そ
こ
よ
ひ
の
む
ね
を
い
た
が
ゆ
く
す
れ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
足
ひ
ろ
げ
男
を
を
ど
る
彼
の
女ぢよ
こ
そ
こ
よ
ひ
の
む
ね
を
い
た
が
ゆ
く
す
る

通
釈

足
を
広
げ
て
男
お
ど
り
を
踊
る
あ
の
女
性
こ
そ
が
、
今
夜
私
の
胸
を
痛
痒
く
さ
せ
る
の
だ
。

山
田

「
こ
そ
」「
す
れ
」
は
係
り
結
び
で
あ
り
、
強
調
の
意
。「
男
を
を
ど
る
」
の
意
味
を
取
り
づ
ら
い
が
、
男
性
的
な
激
し
さ
で
「
踊

る
」
と
と
っ
た
。

田
中

阿
波
踊
り
な
ど
で
は
、
振
り
の
所
作
の
大
き
い
「
男
踊
り
」
と
、
編
み
笠
を
深
く
か
ぶ
っ
た
「
女
踊
り
」
が
あ
る
。
だ
が
、
女
性

や
少
女
が
「
男
踊
り
」
を
踊
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
若
い
女
性
が
男
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

47
・
山
王
の
桜
し
ら
み
て
夕
ぐ
れ
の
も
の
は
か
な
さ
に
我
が
身
の
ひ
た
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

山
王
の
桜
が
白
み
を
帯
び
て
き
て
、
夕
暮
れ
の
は
か
な
さ
に
我
が
身
は
浸
っ
て
い
る
。

山
田

山
王
信
仰
に
基
づ
く
神
社
に
あ
る
神
木
の
桜
を
「
山
王
桜
」
と
い
い
全
国
各
地
に
あ
る
が
、
そ
の
後
の
「
赤
坂
」
の
歌
と
絡
め
る

と
現
在
の
東
京
都
大
田
区
山
王
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
し
ら
み
て
」と
い
う
こ
と
は
蕾
が
咲
い
て
色
づ
き
始
め
て
き
た
初
春
の
風
景
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

田
中

初
出
で
も
47
〜
50
の
順
で
あ
る
。

＊
48
・
茶
屋
女
身
を
す
て
ば
ち
の
あ
ゆ
み
ぶ
り
さ
く
ら
し
ら
み
て
ひ
ゆ
る
夕
方

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し
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通
釈

茶
屋
女
の
、
自
分
の
身
な
ど
ど
う
と
で
も
な
れ
と
い
っ
た
生
き
方
。
桜
が
白
み
を
帯
び
て
き
て
冷
え
る
夕
方
。

山
田

「
茶
屋
女
」
は
料
理
屋
で
遊
興
の
相
手
を
す
る
女
性
。「
工
女
」
や
「
遊
女
」
同
様
、
利
玄
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
な
生
き
方
を
送
る
女

性
に
妙
な
関
心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。
前
の
歌
同
様
に
色
づ
き
始
め
の
桜
を
詠
ん
で
お
り
、
初
春
の
風
景
で
あ
る
。

田
中

「
茶
屋
女
」
と
い
う
言
葉
は
、『
銀
』
217
首
目
「
茶
屋
女
う
ち
は
持
つ
手
の
汗
ば
み
の
昼
の
け
だ
る
さ
き
り
〴
〵
す
な
く
」
で
も
使

わ
れ
て
い
る
。

49
・
赤
坂
の
茶
屋
に
三
味
な
り
灯
が
と
も
り
山
王
の
桜
は
つ
め
た
く
し
ら
み
ぬ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

赤
坂
の
茶
屋
に
三
味
線
が
鳴
り
、
灯
り
が
と
も
り
、
山
王
の
桜
は
冷
た
く
白
み
を
帯
び
た
。

山
田

三
味
線
の
鳴
る
よ
う
な
座
敷
付
き
の
赤
坂
の
茶
屋
と
い
う
、い
か
に
も
い
な
せ
な
舞
台
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
た
こ
の
歌
で
、

「
山
王
」が
赤
坂
の
山
王
日
枝
神
社
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
夜
を
迎
え
て
あ
た
た
か
な
灯
り
が
と
も
り
人
為
的
な
華
や
か
さ
を
帯
び
て
ゆ
く

茶
屋
と
、
冷
た
く
白
ん
で
ゆ
く
初
春
の
桜
と
い
う
自
然
物
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
。

田
中

赤
坂
の
高
台
あ
た
り
は
、
官
吏
や
有
産
階
級
の
居
住
地
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
の
こ
ろ
は
軍
人
が
赤
坂
の
待
合
茶
屋
を
利
用
し
て

い
た
と
い
う
。

50
・
人
帰
り
さ
く
ら
し
ら
み
て
く
る
ヽ
な
り
わ
が
身
ひ
と
つ
は
い
か
に
す
べ
け
む

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
人
帰
り
さ
く
ら
し
ら
み
て
く
る
る
な
り
わ
が
身
ひ
と
つ
は
い
か
に
す
べ
け
む

通
釈

人
が
帰
り
、
桜
は
白
み
を
帯
び
て
き
て
日
は
暮
れ
て
い
っ
た
。
我
が
身
ひ
と
つ
は
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
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山
田

華
や
か
な
宴
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
孤
独
感
を
表
明
し
て
い
る
。「
白
む
桜
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
四
首
連
続
で
あ
ら
わ
れ
、
寂
し

さ
を
象
徴
す
る
風
景
と
し
て
相
当
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

田
中

冒
頭
で
述
べ
た
が
、
紅
野
（1981

「
草
稿
」）
に
よ
り
、
歌
集
題
候
補
が
「
わ
が
身
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
。『
銀
』
二

九
九
首
の
う
ち
、「
わ
が
身
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
（
20
は
「
我
が
身
」
と
漢
字
表
記
）。
抽
象
的
な
歌
で
は

あ
る
が
、
本
歌
集
の
核
と
な
る
歌
と
し
て
再
読
し
た
い
。

＊
51
・
芽
ぐ
む
木
に
め
ぐ
ら
れ
て
立
つ
木
は
何
も
云
は
ね
ど
何
か
何
か
そ
ヽ
ら
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

芽
を
つ
け
て
い
る
木
に
囲
ま
れ
て
立
つ
木
は
、
何
も
云
わ
な
い
け
れ
ど
何
か
何
か
心
を
動
か
す
も
の
が
あ
る
。

山
田

芽
ぐ
む
木
は
未
来
へ
の
希
望
を
そ
の
内
に
は
ら
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
囲
ま
れ
て
い
る
木
は
ま
だ
芽
を
つ
け
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

上
流
階
級
に
囲
ま
れ
て
育
ち
な
が
ら
心
の
底
に
い
つ
も
孤
独
を
抱
え
て
い
た
利
玄
自
身
と
重
ね
て
い
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

田
中

初
出
で
は
51
〜
54
・
58
の
順
で
あ
り
、
58
の
み
が
離
れ
て
置
か
れ
て
い
る
。

52
・
高
き
木
の
新
芽
し
ん
め
見
あ
ぐ
る
わ
が
肌
の
汗
ば
み
い
と
し
夏
の
秋
波
ながしめ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
高
き
木
の
新
芽
見
あ
ぐ
る
わ
が
肌
の
汗
ば
み
い
と
し
夏
の
秋
波
ながしめ

通
釈

高
い
木
の
新
芽
を
見
上
げ
る
自
分
の
肌
の
汗
ば
み
が
か
な
し
い
く
ら
い
の
、
夏
の
女
の
涼
し
げ
な
目
元
よ
。

山
田

「
秋
波
」
は
「
流
し
目
」
で
美
し
い
女
性
の
涼
し
い
目
元
や
媚
び
た
仕
草
を
意
味
す
る
。「
高
き
木
の
新
芽
」
は
う
ら
若
い
高
嶺
の

花
的
な
女
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
り
、
そ
の
女
性
を
前
に
し
て
緊
張
で
汗
ば
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
い
と
し
」は
自
分
自
身
に
向

― ―128

（

）

八
七

木下利玄『銀』初版本評釈（上)(田中・山田)



け
て
使
っ
て
い
る
の
で
、「
愛
し
い
」
で
は
な
く
、「
か
わ
い
そ
う
だ
」「
不
憫
だ
」
の
意
味
の
方
と
と
っ
た
。

田
中

50
で
「
わ
が
身
」、
52
で
「
わ
が
肌
」、
53
で
「
我
が
顔
」、
54
で
「
我
が
素
足
」
と
、
集
中
的
に
自
身
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

＊
53
・
我
が
顔
に
青
き
光
を
受
け
な
が
ら
藪
か
げ
草
の
肌
身
を
の
ぞ
く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

自
分
の
顔
に
青
い
光
を
受
け
な
が
ら
、
藪
か
げ
で
草
の
身
を
の
ぞ
く
。

山
田

太
陽
光
が
葉
に
透
け
て
い
る
光
を
「
青
き
光
」
と
形
容
し
て
い
る
。
藪
か
げ
の
草
と
い
う
自
然
的
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
「
肌
身
」

と
い
う
人
間
的
な
肉
体
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
を
入
れ
て
歌
に
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。

田
中

「
藪
か
げ
」
へ
の
着
目
は
、
竹
柏
会
で
学
ん
だ
作
歌
技
術
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
銀
』
で
も
、
287
首
目
「
う
す
雪
は
小
雨
に
と
け
て
う

ぐ
ひ
す
の
さ
ヽ
な
き
を
き
く
藪
か
げ
の
道
」、
293
首
目
「
藪
か
げ
の
く
ろ
き
朽
葉
の
う
づ
た
か
き
流
に
落
つ
る
紅
椿
か
な
」
な
ど
、
初
期
作
品

に
「
藪
か
げ
」
の
語
が
散
見
す
る
。

54
・
足
袋
ぬ
げ
ば
春
の
皮
膚
は
だ
へ
と
我
が
素
足
す
あ
し
も
つ
れ
あ
ふ
こ
そ
わ
り
な
か
り
け
れ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
足
袋
ぬ
げ
ば
春
の
皮
膚
は
だ
へ
と
我
が
素
足
も
つ
れ
あ
ふ
こ
そ
わ
り
な
か
り
け
れ

通
釈

足
袋
を
脱
い
だ
ら
春
の
皮
膚
と
私
の
素
足
が
も
つ
れ
あ
う
の
は
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

山
田

「
こ
そ
」「
け
れ
」
は
強
調
の
係
り
結
び
。「
春
の
皮
膚
」
は
春
の
予
感
を
表
現
し
た
擬
人
化
だ
ろ
う
。
目
に
見
え
な
い
「
春
の
皮

膚
」
と
目
に
見
え
る
「
我
が
素
足
」
の
も
つ
れ
あ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
。「
わ
り
な
し
」
は
上
代
で
は
「
ひ
ど
い
」「
苦
し
い
」
と

い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
が
中
世
で
は
「
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
へ
と
意
味
が
変
化
す
る
言
葉
。
こ
の
歌
で
は
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「
春
」
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
意
味
合
い
か
ら
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
採
用
し
た
。

田
中

初
出
と
歌
集
と
の
異
同
に
お
い
て
、
多
い
の
は
ル
ビ
の
変
更
・
追
加
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
素
足
」
に
ル
ビ
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。

55
・
つ
ヽ
ま
し
く
君
は
小
さ
き
手
を
あ
ら
ふ
好
き
な
そ
の
手
が
お
と
な
し
く
濡
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
七
号
（
大
正
二
年
七
月
）「
こ
ヽ
ろ
ね
」

・
つ
ヽ
ま
し
く
君
は
小ちひ
さ
き
手
を
あ
ら
ふ
好
き
な
そ
の
手
が
お
と
な
し
く
濡
る

通
釈

つ
つ
ま
し
げ
に
君
は
小
さ
な
手
を
洗
う
。
好
き
な
そ
の
手
が
静
か
に
濡
れ
る
。

山
田

思
い
を
寄
せ
る
少
女
が
手
を
洗
っ
て
い
る
さ
ま
を
見
て
い
る
歌
。「
い
と
し
き
」
で
は
な
く
「
好
き
な
」
と
い
う
や
や
フ
ラ
ン
ク

な
雰
囲
気
が
印
象
的
。「
お
と
な
し
く
」
は
「
大
人
っ
ぽ
く
」
な
ど
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
つ
つ
ま
し
げ
」
と
響
き
合
わ
せ
る
た
め
に
「
静

か
に
」「
穏
や
か
に
」
と
い
う
現
代
語
に
近
い
意
味
と
と
る
。

田
中

「
好
き
な
そ
の
手
」
と
い
う
直
接
的
で
口
語
的
な
言
い
回
し
に
新
味
が
あ
る
。

56
・
食
卓
の
牡
丹
の
花
に
見
入
り
つ
ヽ
四
月
二
十
日
の
昼
と
あ
ひ
み
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

食
卓
の
牡
丹
の
花
に
見
入
り
な
が
ら
、
四
月
二
十
日
の
昼
と
対
面
す
る
。

山
田

再
び
牡
丹
の
花
が
出
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
食
卓
な
の
で
花
瓶
に
入
っ
た
牡
丹
だ
ろ
う
。
四
月
二
十
日
は
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ

穀
雨
で
あ
り
、
春
の
雨
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
重
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
昼
に
あ
ひ
み
る
」
で
は
な
く
「
昼
と
あ
ひ
み
る
」
な
の
で
、

誰
か
と
昼
に
会
う
の
で
は
な
く
四
月
二
十
日
の
昼
そ
の
も
の
と
向
き
合
う
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
。
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田
中

明
治
三
十
年
頃
か
ら
、
西
洋
式
の
「
食
卓
」
と
「
椅
子
」
が
寿
司
店
な
ど
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
歌
の
当
時
で
も
、「
食

卓
」
の
語
彙
は
一
般
家
庭
で
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
は
な
い
か
。
初
出
で
も
56
・
57
の
順
で
あ
る
が
、
56
の
前
に
「
純
白
の
食
卓
か
け
の

上
に
の
り
身
ぶ
り
も
い
き
な
シ
ク
ラ
メ
ン
か
も
」（
未
収
録
）と
、「
食
卓
か
け
」＝

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
と
い
う
新
し
い
文
化
も
歌
わ
れ
て
い
た
。

57
・
そ
ヾ
ろ
な
る
浮
気
娘
の
襟
あ
し
の
生
へ
ぎ
は
に
く
む
、
食
卓
の
藤

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

異
同
な
し

通
釈

わ
け
も
な
く
浮
気
が
ち
な
娘
の
襟
足
の
生
え
際
を
憎
む
。
食
卓
の
藤
を
見
な
が
ら
。

山
田

「
浮
気
娘
」
は
52
の
流
し
目
を
送
る
女
性
と
重
な
る
。
浮
気
娘
そ
の
も
の
を
憎
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
襟
足
の
生
え
際
が
美
し
い

ゆ
え
に
誰
も
が
魅
入
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
本
当
は
憎
か
ら
ず
思
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
読
点
を
挟

ん
で
の
「
食
卓
の
藤
」
は
、
食
卓
の
花
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
一
つ
前
の
牡
丹
の
歌
と
共
通
。
藤
の
形
状
は
女
性
の
髪
型
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。

田
中

「
藤
」
は
万
葉
集
以
来
歌
わ
れ
続
け
て
お
り
、「
春
」
の
季
語
。
蔓
や
、
花
穂
を
垂
れ
る
姿
か
ら
、
女
性
へ
の
連
想
は
た
や
す
く
、

し
な
を
つ
く
っ
て
い
る
様
も
図
像
的
に
浮
か
ぶ
。

58
・
思
ひ
つ
め
わ
が
か
な
し
み
の
ほ
そ
る
な
り
新
芽
し
ん
め
に
靄
の
ひ
ゆ
る
夕
方

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
五
号
（
大
正
二
年
五
月
）「
春
の
肌
身
」

・
思
ひ
つ
め
わ
が
か
な
し
み
の
ほ
そ
る
な
り
新
芽
に
靄
の
ひ
ゆ
る
夕
方

通
釈

思
い
つ
め
て
私
の
い
と
し
さ
は
弱
く
な
っ
て
い
く
。
新
芽
に
靄
が
ひ
か
る
夕
方
。

山
田

「
か
な
し
み
」
は
悲
哀
の
意
。「
新
芽
」
は
52
の
、
高
嶺
の
花
的
女
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
「
高
き
木
の
新
芽
」
と
同
じ
も
の
で
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は
な
い
か
と
思
う
。
親
愛
の
情
が
弱
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
、
靄
の
か
か
る
夕
方
に
日
が
暮
れ
て
い
く
こ
と
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

田
中

初
出
で
は
51
〜
54
の
直
後
の
歌
で
あ
っ
た
が
、
歌
集
の
小
題
「
肌
身
」
の
最
後
に
置
か
れ
た
こ
と
で
、「
わ
が
身
」
歌
の
根
底
に

「
か
な
し
み
」
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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「
旅
の
雪
」

＊
59
・
旅
に
来
て
は
じ
め
て
の
夜
の
さ
び
し
さ
に
明
く
れ
ば
降
れ
る
山
里
の
雪

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

・
旅
に
来
て
初
め
て
の
夜
の
さ
び
し
さ
に
明
く
れ
ば
降
れ
る
山
里
の
雪

通
釈

旅
に
出
て
最
初
の
夜
の
さ
び
し
さ
よ
。
夜
が
明
け
れ
ば
降
り
積
も
っ
て
い
た
山
里
の
雪
。

山
田

旅
行
一
日
目
の
夜
を
終
え
た
と
き
の
情
景
。「
降
れ
る
」
の
「
る
」
は
完
了
の
意
と
解
釈
。「
に
」
が
非
常
に
重
層
的
な
助
詞
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
一
旦
切
れ
て
余
情
を
残
し
た
表
現
と
と
っ
た
。

田
中

初
出
で
は
、
59
〜
62
・
64
・
65
・
63
の
順
で
あ
る
が
、
七
首
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

60
・
朝
の
雪
谷
間
の
石
に
つ
も
れ
る
を
温
泉ゆ

の
ガ
ラ
ス
戸
に
よ
り
そ
ひ
て
見
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

異
同
な
し

通
釈

朝
の
雪
が
谷
間
の
石
に
積
も
っ
て
い
る
の
を
、
温
泉
の
ガ
ラ
ス
戸
に
寄
り
添
い
な
が
ら
見
て
い
る
。

山
田

前
の
歌
に
引
き
続
き
、
一
夜
明
け
た
あ
と
に
降
り
積
も
っ
た
雪
を
眺
め
て
い
る
情
景
。「
温
泉
」
と
書
い
て
「
ゆ
」
と
読
ま
せ
る

利
玄
独
特
の
用
法
が
登
場
す
る
。「
ガ
ラ
ス
戸
」に
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
た
め
、
洋
館
風
の
モ
ダ
ン
な
温
泉
宿
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
沸
く
。

田
中

の
ち
の
エ
ッ
セ
イ
「
私
の
冬
の
歌
」（「
新
家
庭
」
大
正
十
二
年
一
月
）
で
、
こ
の
歌
を
挙
げ
て
、「（
浴
槽
か
ら
出
て
）
全
く
か
ら

だ
を
装
つ
て
ゐ
な
い
で
而
も
暖
か
い
自
分
が
、
渓
川
の
流
れ
と
、
其
巌
の
頭
に
雪
の
積
つ
て
ゐ
る
寒
い
冷
た
い
荒
い
自
然
を
、
硝
子
戸
一
重

を
隔
て
て
、
つ
い
近
く
に
見
る
事
を
好
ま
し
く
思
つ
て
、
猶
暫
ら
く
立
つ
て
ゐ
た
」
と
あ
る
。
そ
の
前
に
「
或
年
の
暮
、
伊
豆
の
或
温
泉
場

に
出
か
け
た
」
と
あ
り
、
こ
の
「
旅
」
一
連
は
伊
豆
の
温
泉
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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61
・
納
屋
な
や
の
屋
根
の
昼
の
雪
ど
け
四
十
雀
い
く
つ
も
前
の
木
の
枝
に
な
く

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

・
納
屋
の
屋
根
の
昼
の
雪
ど
け
四
十
雀
い
く
つ
も
前
の
木
の
枝
に
な
く

通
釈

納
屋
の
屋
根
の
上
の
昼
の
雪
ど
け
。
そ
の
前
の
木
の
枝
で
四
十
雀
が
何
度
も
鳴
い
て
い
る
。

山
田

引
き
続
き
温
泉
宿
の
雪
景
色
の
風
景
だ
ろ
う
。
昼
に
な
っ
て
空
気
が
ぬ
る
み
、
雪
ど
け
が
始
ま
っ
て
い
る
。
家
の
前
の
木
の
枝
に

は
早
春
を
告
げ
る
鳥
で
あ
る
四
十
雀
が
鳴
い
て
い
る
。「
い
く
つ
も
」
が
「
何
度
も
」
の
意
な
の
か
「
何
羽
も
」
の
意
な
の
か
が
汲
み
取
り
辛

い
が
、「
何
度
も
」
の
意
と
取
っ
た
。

田
中

前
の
60
が
「
朝
」、
こ
れ
は
「
昼
」
の
歌
で
、
時
間
の
推
移
と
心
の
動
き
が
わ
か
り
や
す
い
。

62
・
向
ふ
岸
の
崖
の
日
な
た
の
南
天
の
赤
き
実
よ
実
よ
さ
な
む
づ
か
り
そ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

異
同
な
し

通
釈

向
こ
う
岸
の
崖
の
日
な
た
に
生
っ
て
い
る
南
天
の
赤
い
実
よ
、
実
よ
、
そ
う
不
機
嫌
に
な
る
な
。

山
田

南
天
の
実
は
冬
の
季
語
。「
向
ふ
岸
の
崖
の
日
な
た
」は
遥
か
遠
い
場
所
の
か
す
か
な
光
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。「
な
〜
そ
」

構
文
の
使
用
や
「
実
よ
実
よ
」
と
二
度
呼
び
か
け
る
と
こ
ろ
に
、「
春
の
鳥
な
鳴
き
そ
鳴
き
そ
あ
か
あ
か
と
外
の
面
の
草
に
日
の
入
る
夕
べ
」

（
北
原
白
秋
『
桐
の
花
』）
を
連
想
さ
せ
る
。

田
中

特
に
な
し
。
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63
・
残
る
雪
青
白
み
つ
ヽ
浮
べ
る
を
日
く
れ
わ
び
し
く
う
ち
ま
も
る
か
な

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

異
同
な
し

通
釈

溶
け
残
っ
た
雪
が
青
白
み
な
が
ら
浮
か
ん
で
い
る
の
を
、
暮
れ
る
日
が
わ
び
し
く
た
だ
見
つ
め
て
い
る
の
だ
。

山
田

「
日
く
れ
わ
び
し
く
」
は
擬
人
法
を
用
い
て
い
る
も
の
と
解
釈
。
59
の
歌
以
降
、
朝
か
ら
日
暮
れ
に
い
た
る
ま
で
に
雪
の
様
子
を

時
系
列
で
追
い
続
け
て
い
る
。

田
中

特
に
な
し
。

＊
64
・
磯
町
の
床
屋
に
よ
り
て
髭
剃
れ
ば
鏡
に
う
つ
り
霰
ふ
る
な
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

・
磯
町
の
床
屋
に
よ
り
て
鬚
剃
れ
ば
鏡
に
う
つ
り
霰
ふ
る
な
り

通
釈

磯
町
の
床
屋
に
寄
っ
て
髭
を
剃
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
鏡
に
映
っ
た
ま
ま
霰
が
降
っ
て
い
る
。

山
田

「
磯
町
」
は
地
名
で
は
な
く
磯
辺
の
町
と
い
う
意
味
。
写
生
的
な
歌
だ
が
、
鏡
に
写
っ
た
霰
と
い
う
点
か
ら
左
右
が
反
転
し
た
鮮

や
か
な
世
界
の
照
射
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
わ
び
し
さ
の
残
る
田
舎
町
の
床
屋
の
空
気
感
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
ん
で
い
る
。

田
中

初
出
で
は
「
鬚
」＝

あ
ご
ひ
げ
で
あ
っ
た
が
、
歌
集
で
は
「
髭
」＝

く
ち
ひ
げ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
利
玄
の
写
真

を
見
て
も
、「
髭
」
の
字
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
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65
・
去
り
が
て
に
蜜
柑
畑
を
さ
ま
よ
ひ
ぬ
ひ
く
ヽ
し
げ
れ
る
緑
し
た
し
み

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
二
号
（
大
正
二
年
二
月
）「
旅
の
雪
」

・
去
り
が
て
に
蜜
柑
畑
を
さ
ま
よ
ひ
ぬ
低
く
し
げ
れ
る
緑
し
た
し
み

通
釈

立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ず
に
蜜
柑
畑
を
さ
ま
よ
っ
た
。
低
く
茂
っ
て
い
る
緑
に
な
じ
み
な
が
ら
。

山
田

「
が
て
に
」
は
「
難
て
に
」
で
「
で
き
ず
に
」
の
意
。
蜜
柑
畑
の
緑
の
木
々
と
一
体
感
を
覚
え
始
め
て
立
ち
去
り
が
た
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
蜜
柑
に
は
利
玄
の
郷
愁
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

田
中

白
い
雪
、
南
天
の
赤
い
実
と
続
き
、
こ
こ
で
は
黄
色
の
「
蜜
柑
」
と
「
緑
」。
色
彩
あ
ざ
や
か
で
、
連
作
と
し
て
い
き
い
き
と
し

た
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

66
・
俥
走
り
黄
色
の
蜜
柑
後あと
に
な
り
温
泉ゆ

の
町
さ
か
る
胸むな
つ
ぼ
ら
し
さ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
俥
走
り
黄
色
の
蜜
柑
後
に
な
り
温
泉ゆ

の
町
さ
か
る
胸
つ
ぼ
ら
し
さ

通
釈

人
力
車
が
走
り
、
黄
色
い
蜜
柑
が
後
ろ
に
去
っ
て
い
き
、
温
泉
町
を
離
れ
て
い
く
胸
が
潰
れ
る
よ
う
な
思
い
。

山
田

温
泉
町
を
去
っ
て
い
く
と
き
の
感
慨
。「
黄
色
の
蜜
柑
」
は
立
ち
去
り
が
た
か
っ
た
蜜
柑
畑
の
蜜
柑
な
の
だ
ろ
う
。
夢
か
ら
離
れ

現
実
の
世
界
へ
と
舞
い
戻
っ
て
い
く
決
意
が
満
ち
て
い
る
。「
胸
つ
ぼ
ら
し
さ
」
は
、「
胸
潰
ら
は
し
」
と
同
じ
語
と
解
し
た
。

田
中

胸
づ
わ
ら
し
は
「
胸
つ
ぶ
ら
わ
し
」
の
変
化
し
た
も
の
で
、「
胸
つ
ぼ
ら
し
」
と
も
。
歌
集
小
題
「
旅
の
雪
」
八
首
の
う
ち
、
こ

の
一
首
の
み
初
出
が
異
な
る
が
、
違
和
感
は
な
い
。
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「
糸
く
づ
」

＊
67
・
や
ヽ
疲
れ
膝
く
づ
し
つ
ヽ
窓
に
よ
る
顔
の
上
気
の
ぼ
せ
の
に
く
き
女
よ

【
初
出
】「
白
樺
」
三
巻
十
一
号
（
大
正
元
年
十
一
月
）「
日
光
に
て
」

・
稍
疲
れ
膝
く
づ
し
つ
ヽ
窓
に
よ
る
顔
の
の
ぼ
せ

﹅
﹅
﹅
の
に
く
き
女
よ

通
釈

や
や
疲
れ
て
膝
を
く
ず
し
な
が
ら
窓
に
寄
る
顔
の
、
の
ぼ
せ
加
減
が
心
憎
い
女
だ
。

山
田

初
期
利
玄
の
特
徴
で
あ
る
官
能
的
な
歌
。
女
性
の
動
作
の
精
緻
な
描
写
が
印
象
的
で
あ
る
。
う
と
ま
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も
心
惹
か

れ
る
気
持
ち
が
、「
に
く
き
」
と
い
う
語
に
託
さ
れ
て
い
る
。

田
中

大
正
元
年
十
月
、
栃
木
県
日
光
へ
行
き
、
中
禅
寺
湖
畔
に
一
泊
し
た
こ
と
を
歌
材
と
し
た
も
の
。
温
泉
を
楽
し
ん
だ
あ
と
の「
上

気
」
と
と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
「
女
」
の
美
し
さ
を
引
き
立
た
せ
る
装
置
と
し
て
解
釈
し
た
ほ
う
が
無
難
だ
ろ
う
。

68
・
の
ぼ
せ
た
る
頰
の
紅
くれなゐの
に
く
ヽ
し
て
君
に
奪と
ら
る
ヽ
我
が
心
か
な

【
初
出
】「
白
樺
」
三
巻
十
一
号
（
大
正
元
年
十
一
月
）「
日
光
に
て
」

・
の
ぼ
せ
た
る
頰
の
紅
の
に
く
ヽ
し
て
君
に
奪と
ら
る
ヽ
我
が
心
か
な

通
釈

の
ぼ
せ
た
頰
の
紅
色
が
心
憎
く
、
君
に
奪
わ
れ
て
い
く
我
が
心
で
あ
る
よ
。

山
田

67
に
続
く
歌
。「
心
が
奪
わ
れ
て
い
く
」
と
い
う
様
子
が
よ
り
は
っ
き
り
と
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

田
中

こ
の
歌
を
含
め
た
歌
集
小
題「
糸
く
づ
」全
二
十
一
首
は
、
初
出
が
多
岐
に
渡
る
。
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
さ
ま
が
思
わ
れ
る
。
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＊
69
・
腕
に
か
ら
む
紅
き
縮
緬
つ
め
た
さ
と
重おも
さ
お
も
へ
ば
君
の
い
と
し
や

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
腕
に
か
ら
む
紅
き
縮
緬
つ
め
た
さ
と
重
さ
思
へ
ば
君
の
い
と
し
や

通
釈

腕
に
か
ら
む
紅
い
縮
緬
の
冷
た
さ
と
重
さ
を
思
え
ば
君
が
い
と
し
い
こ
と
だ
。

山
田

こ
の
「
紅
き
縮
緬
」
は
「
君
」
が
脱
い
だ
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
脱
ぎ
捨
て
た
衣
服
を
自
分
の
腕
に
絡
ま
せ
て
、
そ
の
冷
た
さ
と
わ

ず
か
な
重
さ
か
ら
「
君
」
の
存
在
を
感
じ
て
い
る
。「
不
在
」
の
感
触
か
ら
か
つ
て
確
か
に
存
在
し
て
い
た
「
実
在
」
を
思
う
と
い
う
、
利
玄

の
官
能
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

田
中

初
出
で
は
39
・
40
の
次
が
こ
の
69
で
あ
り
、
続
け
て
91
・
96
・
92
の
歌
で
あ
る
。

＊
70
・
心
行
き
て
指
尖
ゆびさき
と
な
り
な
で
ヽ
ゐ
る
女
の
ま
ろ
く
し
ろ
き
た
ヽ
む
き

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
糸
屑
）」

・
心
行
き
て
指
尖
と
な
り
な
で
ヽ
居
る
女
の
円
く
し
ろ
き
た
ヽ
む
き

通
釈

心
が
指
先
へ
と
集
中
し
て
撫
で
て
い
る
、
女
の
円
く
白
い
た
た
む
き
。

山
田

「
た
ゝ
む
き
」と
は
肘
か
ら
手
首
に
か
け
て
の
腕
の
部
分
。
全
神
経
を
指
先
へ
と
集
中
さ
せ
、
ま
る
で
心
そ
の
も
の
が
指
先
と
な
っ

た
か
の
よ
う
に
自
己
を
客
体
化
し
て
表
現
し
て
い
る
。
官
能
美
の
な
か
に
、
利
玄
特
有
の
醒
め
た
知
性
が
見
え
隠
れ
す
る
。

田
中

初
出
「
粉
雪
」
の
う
ち
、
小
題
「
糸
屑
」
で
は
全
四
首
。
う
ち
、
三
首
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
初
出
で
は
、「
今
し
が
た
茶
の
間

の
時
計
十
う
ち
ぬ
厨
に
あ
ま
ね
き
秋
の
光
線
」（
未
収
録
）
に
続
い
て
、
71
・
72
・
70
の
順
で
あ
っ
た
。
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71
・
工
女
た
ち
工
場
こ
う
ば
の
前
の
空
地
あ
き
ち
に
て
日
の
目
を
み
つ
ヽ
遊
ぶ
あ
は
れ
さ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
糸
屑
）」

・
工
女
た
ち
工
場
こ
う
ば
の
前
の
空
地
あ
き
ち
に
て
日
の
目
を
見
つ
ヽ
遊
ぶ
あ
は
れ
さ

通
釈

工
女
た
ち
が
工
場
の
前
の
空
き
地
で
、
光
の
当
た
る
場
所
を
見
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
あ
わ
れ
さ
よ
。

山
田

下
層
階
級
の
女
性
に
関
心
を
寄
せ
る
利
玄
の
性
格
が
あ
ら
わ
れ
た
歌
。「
日
の
目
」
は
現
在
使
わ
れ
る
よ
う
な
「
埋
も
れ
て
い
た

才
能
が
発
掘
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
合
い
で
は
な
く
単
に
「
日
の
当
た
る
場
所
」
の
意
だ
ろ
う
が
、
い
つ
か
も
し
れ
な
い
希
望
を
た
よ
り
に

毎
日
を
暮
ら
し
て
い
る
工
女
の
生
活
に
か
す
か
な
同
情
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
日
的
な
使
い
方
の
意
味
合
い
も
わ
ず
か
に

含
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

初
出
の
時
期
か
ら
見
て
、
外
気
の
冷
え
た
冬
場
の
作
。
そ
の
寒
さ
を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
よ
う
と
、「
日
の
目
」
の
あ
た
る
場
所

を
選
ん
で
遊
ぶ
工
女
た
ち
の
生
命
力
に
心
ひ
か
れ
、「
あ
は
れ
さ
」
と
い
う
語
を
み
ち
び
い
た
の
だ
ろ
う
。

＊
72
・
ブ
リ
ツ
ヂ
の
赤
き
糸
く
づ
人
ふ
み
て
な
ほ
の
こ
り
ゐ
る
赤
き
糸
く
づ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
糸
屑
）」

・
ブ
リ
ツ
ヂ
の
赤
き
糸
く
づ
人
ふ
み
て
な
ほ
残
り
居
る
赤
き
糸
く
づ

通
釈

橋
に
落
ち
て
い
る
赤
い
糸
く
ず
を
人
が
踏
み
、
そ
れ
で
も
な
お
残
っ
て
い
る
赤
い
糸
く
ず
で
あ
る
。

山
田

た
だ
ご
と
歌
と
い
え
る
歌
で
あ
る
が
、
橋
を
わ
ざ
わ
ざ
ブ
リ
ツ
ヂ
と
英
語
表
記
す
る
な
ど
ハ
イ
カ
ラ
な
部
分
が
見
て
取
れ
る
。
こ

こ
で
「
赤
き
糸
く
づ
」
に
向
け
て
い
る
視
点
は
71
の
「
工
女
」
に
対
し
て
向
け
て
い
る
視
点
と
近
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
往
来
の
人

に
踏
み
し
だ
か
れ
橋
の
上
に
残
さ
れ
た
糸
く
ず
に
、
利
玄
は
底
辺
に
い
る
者
の
強
さ
を
見
て
い
る
。

田
中

「
工
場
」
や
「
ブ
リ
ッ
ヂ
」
と
い
う
近
代
の
語
彙
の
あ
と
に
、
次
か
ら
の
村
の
祭
礼
と
い
う
前
近
代
ふ
う
の
歌
を
配
置
し
た
と
こ
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ろ
が
興
味
深
い
。

73
・
村
だ
け
の
心
を
つ
く
し
祭
礼
ま
つ
り
す
る
人
た
ち
の
上
に
秋
空
く
も
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

異
同
な
し

通
釈

村
な
ら
で
は
の
心
を
尽
く
し
て
祭
礼
す
る
人
た
ち
の
上
に
秋
空
が
曇
っ
て
い
る
。

山
田

貧
し
い
村
で
は
あ
る
が
で
き
る
限
り
の
礼
を
尽
く
し
て
祭
り
を
行
う
。
そ
の
村
人
た
ち
の
上
に
曇
っ
た
秋
空
が
あ
る
。
厳
し
い
冬

の
予
感
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
地
方
の
貧
村
の
痛
ま
し
い
雰
囲
気
を
活
写
し
て
い
る
。

田
中

初
め
に
述
べ
た
が
、
紅
野
（1981

「
草
稿
」）
に
よ
る
と
、
草
稿
当
初
の
歌
集
題
は
「
う
す
黄
の
菊
」
で
あ
っ
た
。
初
出
「
う
す

黄
の
菊
」全
十
一
首
の
歌
集
で
の
配
列
順
を
見
て
み
る
と
、
76
・「
菊
が
咲
く
十
月
も
た
け
流
行
の
冬
着
新
柄
しんがら
店
に
飾
れ
る
」（
未
収
録
）・
73
・

74
・
75
・
89
・
85
・「
そ
の
か
み
の
少
女
大
き
く
ふ
と
り
つ
ヽ
わ
が
身
近
く
に
物
云
ひ
て
ゐ
る
」（
未
収
録
）・
７
・
12
・
13
と
、
分
散
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

74
・
う
き
〳
〵
と
屋
台
の
上
に
神
楽
せ
し
人
等
い
ぢ
ら
し
雨
降
り
い
で
ぬ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

異
同
な
し

通
釈

う
き
う
き
と
楽
し
そ
う
に
屋
台
の
上
に
神
楽
を
出
し
て
い
る
人
た
ち
が
健
気
で
あ
る
。
雨
が
降
り
出
し
て
き
た
。

山
田

神
楽
は
神
に
奉
納
す
る
た
め
の
歌
舞
。貧
し
い
な
が
ら
も
盛
大
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
健
気
さ
さ
が
心

に
し
み
る
。
そ
こ
に
、
未
来
の
不
安
を
象
徴
す
る
よ
う
に
雨
が
降
り
出
し
て
く
る
。
利
玄
の
四
句
切
れ
の
歌
と
い
う
こ
と
で
、「
街
を
ゆ
き
子

供
の
傍
を
通
る
時
蜜
柑
の
香
せ
り
冬
が
ま
た
来
る
」（
大
正
四
年
作
）
を
連
想
さ
せ
る
。

田
中

初
出
か
ら
、
大
正
二
年
十
月
こ
ろ
の
祭
礼
の
実
感
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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75
・
さ
ヽ
や
か
な
る
八
兵
衛
稲
荷
の
祭
礼
さいれい
の
二
日
目
の
今
日
も
雨
が
降
る
な
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

・
さ
ヽ
や
か
な
る
八
兵
衛
稲
荷
の
祭
礼
の
二
日
目
の
今
日
も
雨
が
降
る
な
り

通
釈

さ
さ
や
か
な
八
兵
衛
稲
荷
の
祭
礼
の
二
日
目
で
あ
る
今
日
も
雨
が
降
っ
て
い
る
。

山
田

八
兵
衛
稲
荷
は
現
在
の
新
宿
区
若
松
町
に
あ
る
神
社
で
、
火
事
除
け
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
事
実
を
淡
々
と
連
ね
た
だ

け
の
歌
だ
が
、
火
事
除
け
の
祭
り
に
雨
が
さ
す
と
い
う
こ
と
に
利
玄
は
皮
肉
を
覚
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

73
で
は
「
祭
礼
ま
つ
り
」
の
ふ
り
が
な
だ
が
、
こ
こ
で
は
初
出
に
な
い
ル
ビ
「
祭
礼
さいれい
」
を
添
え
て
、
五
音
の
語
調
を
整
え
て
い
る
。

＊
76
・
菊
の
中
の
う
す
黄
の
菊
と
咲
き
出
づ
る
こ
の
草
の
上
も
よ
そ
に
は
お
も
は
ず

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

異
同
な
し

通
釈

菊
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
薄
黄
色
の
菊
の
花
も
、
そ
れ
が
咲
き
出
し
て
い
る
こ
の
草
の
上
も
決
し
て
他
人
ご
と
と
は
思
え

な
い
。山

田

八
八
の
利
玄
調
が
登
場
し
て
い
る
歌
。
菊
の
中
で
は
目
立
つ
も
の
で
は
な
い
薄
黄
色
の
菊
や
、
花
以
外
の
部
分
に
も
目
を
向
け
て

共
感
を
覚
え
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
に
惹
か
れ
る
利
玄
の
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
歌
だ
ろ
う
。

田
中

利
玄
の
菊
の
歌
の
な
か
で
も
初
期
の
代
表
歌
。
歌
集
題
候
補
に
「
う
す
黄
の
菊
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
秀
歌
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
雑
感
七
つ
」（『
定
本
』
八
一
〜
八
五
頁
）
の
「
二

自
分
の
傾
向
」
に
、「
人
の
つ
ま
ら
な
い
と
云
ふ
、
見
ど
こ
ろ
が

な
い
と
い
ふ
や
う
な
処
に
も
、
随
分
好
き
な
と
こ
ろ
や
、
面
白
い
と
思
ふ
処
が
あ
り
、
草
木
に
し
て
も
、
何
の
曲
の
な
い
叢
や
雑
木
な
ど
に
、

飽
き
な
い
愛
着
を
覚
え
る
事
が
よ
く
あ
る
」
と
あ
る
。
他
人
が
見
過
ご
し
が
ち
な
箇
所
に
こ
そ
目
を
届
か
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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＊
77
・
普
請
場
に
材
木
を
置
く
遠
ひ
ヾ
き
病
み
て
臥
す
日
は
悲
し
か
り
け
り

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

異
同
な
し

通
釈

工
事
現
場
に
材
木
を
置
く
音
が
遠
く
響
い
て
い
る
。
病
気
で
臥
せ
っ
て
い
る
日
は
悲
し
か
っ
た
こ
と
だ
。

山
田

病
身
の
孤
独
が
描
か
れ
た
歌
。な
ん
で
も
な
い
普
請
場
の
音
が
遠
く
響
い
て
く
る
か
ら
こ
そ
、病
気
の
か
な
し
み
が
深
ま
っ
て
く
る
。

田
中

初
出
号
の
五
か
月
前
に
、
初
め
て
の
わ
が
子
利
公
を
喪
っ
て
い
る
。
そ
の
心
の
痛
手
も
引
き
ず
り
、「
悲
し
」
に
重
い
ひ
び
き
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
初
出
の
「
粉
雪
」
の
う
ち
、「
病
み
て
」
の
小
題
は
全
八
首
。『
銀
』
で
の
収
録
順
は
、
77
〜
84
ま
で
で
、
す
べ
て
初
出
と

同
じ
順
で
あ
る
。

＊
78
・
庭
見
れ
ば
土
に
し
み
入
り
し
み
入
り
て
冷
え
〳
〵
雨
の
降
り
出
で
し
か
な

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

異
同
な
し

通
釈

庭
を
見
る
と
土
に
し
み
入
っ
て
し
み
入
っ
て
冷
え
冷
え
と
雨
が
降
り
出
し
て
い
た
よ
。

山
田

大
正
元
年
十
一
月
十
三
日
に
大
野
屋
で
開
か
れ
た
曙
会
の
提
出
作
品
と
の
こ
と
。
リ
フ
レ
イ
ン
を
二
回
も
使
用
し
て
お
り
、
氷
雨

が
降
り
出
し
た
時
間
の
倦
怠
感
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

田
中

菱
川
（1973

）
に
よ
る
と
、
曙
会
で
の
作
品
と
の
こ
と
。
正
岡
子
規
以
来
の
仰
臥
歌
の
系
譜
の
も
の
。
仰
臥
の
姿
勢
か
ら
「
庭
」

の
見
る
た
め
に
視
線
が
低
く
、
雨
が
「
土
」
に
し
み
入
る
さ
ま
を
凝
視
す
る
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

79
・
雨
雲
の
ひ
ま
よ
り
夕
陽
う
す
く
さ
し
今
日
も
暮
れ
行
く
臥
し
つ
ヽ
居
れ
ば

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

異
同
な
し

通
釈

雨
雲
の
す
き
ま
か
ら
夕
陽
が
薄
く
差
し
て
い
て
、
今
日
も
暮
れ
て
ゆ
く
。
臥
せ
っ
た
ま
ま
過
ご
し
て
い
れ
ば
。

利玄『銀』初版
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山
田

雲
間
か
ら
の
夕
陽
を
美
し
く
表
現
し
た
上
句
か
ら
、
病
身
の
は
か
な
さ
を
表
現
し
た
下
句
へ
と
接
続
す
る
。
正
岡
子
規
の
病
床
詠

と
同
じ
よ
う
な
感
慨
を
表
現
し
て
い
る
が
、
対
比
と
し
て
描
写
さ
れ
る
景
色
の
美
し
さ
に
か
け
て
は
利
玄
に
特
色
が
あ
る
。

田
中

特
に
な
し
。

80
・
黒
き
虻
白
き
八
つ
手
の
花
に
居
て
何
か
な
せ
る
を
臥
し
つ
ヽ
見
や
る

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

異
同
な
し

通
釈

黒
い
虻
が
白
い
ヤ
ツ
デ
の
花
に
降
り
立
っ
て
何
か
し
て
い
る
の
を
、
臥
せ
な
が
ら
見
て
い
る
。

山
田

「
見
や
る
」
は
漠
然
と
遠
く
を
見
る
の
意
。
黒
い
虻
と
白
い
花
と
対
比
、
何
を
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
小
さ
な
虻

を
視
界
に
集
中
し
て
徹
底
的
に
観
察
す
る
視
点
な
ど
、動
け
な
い
た
め
に
視
線
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
病
床
詠
の
真
髄
の
出
て
い
る
一
首
。

田
中

「
八
つ
手
の
花
」
は
冬
の
季
語
。「
何
か
な
せ
る
を
」
と
い
う
茫
洋
と
し
た
表
現
が
、
逆
に
小
さ
な
生
き
物
に
も
備
わ
っ
た
生
命
力

を
引
き
立
て
て
い
る
。

＊
81
・
遅
く
つ
き
し
湯
元
の
宿
の
く
ら
き
灯
に
わ
れ
等
の
食
べ
し
黒
き
羊
羹
（
日
光
の
旅
を
憶
ふ
四
首
）

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

・
遅
く
つ
き
し
湯
元
の
宿
の
く
ら
き
灯
に
吾
等
の
食
べ
し
黒
き
羊
羹
（
旅
を
想
ひ
て
歌
へ
る
四
首
）

通
釈

遅
く
到
着
し
た
湯
元
の
温
泉
宿
の
薄
暗
い
灯
り
が
、
私
た
ち
の
食
べ
た
黒
い
羊
羹
を
照
ら
し
て
い
る
。

山
田

日
光
湯
元
温
泉
で
の
旅
行
詠
。
羊
羹
は
食
べ
さ
し
の
ま
ま
置
か
れ
て
灯
り
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
黒
く
四

角
い
羊
羹
が
、
夜
闇
の
な
か
に
立
つ
宿
と
形
状
的
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

羊
羹
は
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
お
せ
ち
料
理
の
菓
子
と
し
て
冬
に
作
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
初
出
の
時
期
を
見
て
も
冬
で
あ
り
、
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結
句
の
体
言
止
め
で
「
黒
い
羊
羹
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
季
の
菓
子
を
口
に
し
た
こ
と
の
感
動
で
も
あ
ろ
う
。

82
・
く
ら
き
灯
に
わ
れ
等
居
群
れ
て
冷
え
し
手
を
火
鉢
に
よ
せ
し
湯
元
の
宿
屋

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

・
く
ら
き
灯
に
吾
等
居
群
れ
て
冷
え
し
手
を
火
鉢
に
よ
せ
し
湯
元
の
宿
屋

の
ち
、「
心
の
花
」
十
七
巻
八
号
（
大
正
二
年
八
月
）
曙
会
記
事

・
暗
き
灯
に
吾
等
い
群
れ
て
冷
え
し
手
を
火
鉢
に
よ
せ
し
湯
元
の
宿
屋

日
光
）

通
釈

薄
暗
い
灯
り
に
私
た
ち
が
群
が
っ
て
手
を
火
鉢
へ
と
寄
せ
た
。
湯
元
の
宿
屋
に
い
て
。

山
田

81
と
同
じ
く
日
光
湯
元
の
旅
行
詠
。「
黒
き
羊
羹
」
に
続
き
「
火
鉢
」
が
登
場
し
、
薄
暗
い
灯
り
と
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

田
中

温
泉
地
と
は
い
え
、
室
内
の
寒
さ
は
身
に
沁
み
る
も
の
。
そ
の
、
し
ん
し
ん
と
身
に
迫
る
「
冷
え
」
を
あ
た
た
め
る
「
火
鉢
」
の

火
の
色
が
あ
た
た
か
い
。
大
正
二
年
七
月
十
三
日
に
竹
柏
園
で
開
催
さ
れ
た
曙
会
は
、
題
が
「
眠
ら
む
と
し
て
」「
途
上
」「
群
」
で
あ
っ
た
。

「
群
」
の
題
詠
と
し
て
こ
の
一
首
を
投
じ
た
の
だ
ろ
う
。

83
・
や
ヽ
胸
の
悪
き
気
も
ち
に
仰
向
あ
ふ
む
き
し
湖
上
の
舟
も
今
は
な
つ
か
し

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

・
や
ヽ
胸
の
悪
き
気
持
に
仰
向
き
し
湖
上
の
舟
も
今
は
な
つ
か
し

通
釈

湖
上
の
舟
の
中
で
胸
が
や
や
具
合
の
悪
い
気
分
と
な
っ
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
。

山
田

日
光
の
湖
と
い
う
と
中
禅
寺
湖
だ
ろ
う
か
。
湯
治
の
た
め
の
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
、
追
憶
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
強
調
さ
れ

る
。
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田
中

長
男
利
公
を
喪
っ
た
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
「
今
は
な
つ
か
し
」
と
回
想
さ
れ
る
ほ
ど
の
よ
り
深
い
悲
し
み
の
内
に
い
る
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。

84
・
馬
返
し
蔦
屋
の
椽
に
暮
れ
て
よ
り
や
す
み
し
時
の
ひ
も
じ
き
気
持

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
病
み
て
）」

・
馬
返
し
蔦
屋
の
椽
に
暮
れ
て
よ
り
休
み
し
時
の
ひ
も
じ
き
気
持

通
釈

日
光
馬
返
し
蔦
屋
旅
館
の
椽たるきの
見
え
る
部
屋
で
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
休
ん
で
い
た
と
き
の
ひ
も
じ
い
気
持
ち
よ
。

山
田

「
馬
返
し
蔦
屋
」
は
日
光
の
馬
返
し
地
点
に
あ
る
蔦
屋
と
い
う
宿
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
体
調
が
優
れ
な
い
た
め
に
日
暮
れ
と
と
も

に
通
り
が
か
り
の
宿
で
休
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
食
事
も
と
ら
ず
に
い
た
の
で
ひ
も
じ
さ
を
感
じ
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

田
中

「
日
光
」
に
関
す
る
歌
は
、
こ
の
後
98
か
ら
連
作
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

85
・
敷
き
居
た
る
野
辺
の
草
寝
て
起
き
も
あ
へ
ぬ
そ
の
す
な
ほ
さ
も
み
す
て
か
ね
つ
ヽ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

・
敷
き
居
た
る
野
辺
の
草
寝
て
起
き
も
あ
え
ぬ
そ
の
す
な
ほ
さ
も
み
す
て
か
ね
つ
ヽ

通
釈

自
分
が
）
寝
転
ん
で
敷
い
て
い
た
野
辺
の
草
が
、
寝
た
ま
ま
起
き
き
れ
な
い
、
そ
の
素
直
さ
も
見
捨
て
ら
れ
ず
に
い
る
。

山
田

野
辺
に
寝
転
ん
で
全
身
で
自
然
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
の
素
直
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
と
い
う
歌
。
相
聞
歌
で
あ
ろ
う
か
。
都
会
的

な
常
識
人
の
立
場
か
ら
自
然
児
を
愛
で
る
よ
う
な
視
点
は
、
女
性
労
働
者
や
遊
女
に
気
を
引
か
れ
る
部
分
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

田
中

自
分
の
身
体
の
重
み
で
「
寝
て
」
し
ま
っ
た
野
辺
の
草
が
、
そ
の
姿
勢
の
ま
ま
起
き
上
が
れ
な
い
さ
ま
を
、
む
し
ろ
「
す
な
ほ
さ
」
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と
と
ら
え
た
視
線
が
目
新
し
い
。

＊
86
・
野
は
夕
日
百
姓
た
ち
は
黒
土
に
鍬
を
打
ち
入
れ
打
ち
入
れ
や
ま
ず

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

異
同
な
し

通
釈

野
は
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
百
姓
た
ち
は
黒
土
に
鍬
を
打
ち
入
れ
て
打
ち
入
れ
て
や
む
こ
と
は
な
い
。

山
田

百
姓
を
賛
美
的
に
詠
む
視
点
は
そ
れ
ま
で
の
利
玄
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
新
し
さ
が
あ
る
。「
白
樺
」
の
生
活
賛
美
傾

向
に
乗
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
夕
日
と
黒
土
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
ミ
レ
ー
の
農
村
画
を
思
わ
せ
る
。

田
中

川
田
（1957

）
に
、
こ
の
歌
の
鑑
賞
文
が
あ
る
。「
作
者
天
性
の
温
情
の
故
か
、『
白
樺
』
の
人
道
主
義
に
影
響
さ
れ
た
た
め
か
、

或
は
又
、
殿
様
の
道
楽
か
、
利
玄
に
は
農
人
（
彼
は
必
ず
百
姓
と
詠
ん
だ
）
の
生
活
に
興
味
を
感
じ
た
歌
が
と
き
ど
き
出
て
来
る
。（
中
略
）

初
句
『
野
は
夕
日
』
は
写
実
で
な
く
、
浪
曼
の
匂
い
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
」（
四
七
頁
）。

＊
87
・
黒
土
を
ほ
れ
ば
ひ
そ
め
る
百
合
の
根
に
冬
の
日
ざ
し
の
ま
つ
は
り
に
来
る

【
初
出
】「
心
の
花
」
十
七
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
草
花
」

・
黒
土
を
ほ
れ
ば
ひ
そ
め
る
百
合
の
根
に
冬
の
日
ざ
し
の
ま
つ
は
り
て
来
る

通
釈

黒
土
を
掘
っ
た
ら
潜
ん
で
い
る
百
合
の
根
に
冬
の
日
ざ
し
が
ま
と
わ
り
付
い
て
来
る
。

山
田

黒
土
に
白
い
百
合
の
根
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
そ
こ
に
暖
か
な
冬
の
日
ざ
し
。
生
活
の
実
感
に
基
づ
い
た
よ
う
な
歌
で
あ
る
。
86
の

歌
と
同
様
の
色
彩
感
覚
を
用
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
。

田
中

「
明
星
」
で
多
く
の
歌
に
使
わ
れ
た
「
百
合
」
自
体
は
夏
の
季
語
。
だ
が
、「
百
合
の
根
」
は
冬
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ま

り
歌
わ
れ
な
い
「
百
合
の
根
」
を
見
出
し
た
こ
と
が
興
を
そ
そ
る
。
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「
粉
雪
」

＊
88
・
明
治
屋
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
灯
と
も
り
て
き
ら
び
や
か
な
り
粉
雪
降
り
出
づ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
」

異
同
な
し

の
ち
、「
心
の
花
」
十
七
巻
八
号
（
大
正
二
年
八
月
）
曙
会
記
事

・
明
治
屋
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
灯
と
も
り
て
き
ら
び
や
か
な
り
粉
雪
ふ
り
出
づ

通
釈

明
治
屋
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
に
灯
り
が
と
も
っ
て
き
ら
び
や
か
で
あ
る
。
粉
雪
が
降
り
出
す
。

山
田

明
治
屋
は
輸
入
高
級
食
材
の
販
売
で
知
ら
れ
る
銀
座
の
食
料
品
店
で
あ
り
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
最
先
端
と

思
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
が
、
希
望
に
沸
き
立
つ
時
代
の
雰
囲
気
と
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
童
話
的
か
つ
生
き
生
き
と
し
た
歌
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ク
リ
ス
マ
ス
を
短
歌
の
題
材
と
し
た
最
も
早
い
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
俵
万
智
の
歌
集
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

革
命
』（
一
九
九
七
年
）
に
も
「
明
治
屋
に
初
め
て
二
人
で
行
き
し
日
の
苺
の
ジ
ャ
ム
の
一
瓶
終
わ
る
」
と
い
う
歌
が
あ
る
。

田
中

初
出
の
「
白
樺
」
で
は
、
一
頁
に
こ
の
一
首
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
視
覚
的
に
も
印
象
深
い
歌
で
あ
る
。
初
出
の
の
ち
、
大

正
二
年
七
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
曙
会
に
出
詠
、
題
は
「
眠
ら
む
と
し
て
」「
途
上
」「
群
」
で
あ
っ
た
。

明
治
屋
（
明
治
十
八
年＝

一
八
八
五
年
、
横
浜
で
開
業
）
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
に
銀
座
に
出
店
。
そ
の
頃
に
「
ク
リ
ス
マ

ス
飾
り
」
が
登
場
し
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
に
は
日
露
戦
争
勝
利
と
増
築
祝
い
を
兼
ね
て
十
二
月
十
五
日
か
ら
毎
晩
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
た
と
い
う
。

＊
89
・
き
げ
ん
よ
く
あ
びマ
そマ
て
ゐ
し
が
女
の
子
た
ふ
れ
こ
ろ
び
ぬ
か
た
き
大
地
だ
い
ぢ
に

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
十
一
号
（
大
正
二
年
十
一
月
）「
う
す
黄
の
菊
」

・
き
げ
ん
よ
く
あ
そ
び
て
ゐ
し
が
女
の
子
た
ふ
れ
こ
ろ
び
ぬ
か
た
き
大
地
に
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通
釈

機
嫌
よ
く
遊
ん
で
い
た
け
れ
ど
女
の
子
が
倒
れ
て
転
ん
で
し
ま
っ
た
、
か
た
い
大
地
の
上
に
。

山
田

初
出
が
正
し
く
、
初
版
は
誤
植
だ
ろ
う
。
子
供
の
動
き
を
生
き
生
き
と
捉
え
よ
う
と
し
た
歌
。
ひ
ら
が
な
の
多
用
や
上
句
の（
当

時
と
し
て
は
）
や
や
口
語
的
な
表
現
は
、
実
際
に
こ
の
女
の
子
に
読
ま
せ
る
た
め
に
平
易
な
表
現
に
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

感
じ
ら
れ
る
。

田
中

川
田
（1957

）
に
、「
童
女
だ
か
ら
、
着
物
を
余
計
に
着
て
い
る
。
そ
れ
で
、
元
気
よ
く
遊
べ
ば
遊
ぶ
ほ
ど
こ
ろ
び
易
い
。『
か
た

き
大
地
』
に
こ
ろ
ん
だ
の
だ
か
ら
、
わ
つ
と
い
う
泣
き
声
も
き
こ
え
る
。
母
親
が
飛
び
出
し
て
く
る
。
利
玄
は
、
ふ
と
こ
ろ
手
し
て
立
つ
て

見
て
い
る
」（
四
六
頁
）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

＊
90
・
冬
の
日
は
壁
と
地
面
ぢ
め
ん
の
直
角
に
来
り
た
ま
れ
り
そ
れ
が
よ
ろ
し
き

【
初
出
】「
白
樺
」
五
巻
三
号
（
大
正
三
年
三
月
）「
空
色
の
草
ば
な
」

・
冬
の
日
は
壁
と
地
面
の
直
角
に
き
た
り
た
ま
れ
り
そ
れ
が
よ
ろ
し
き

通
釈

冬
の
日
の
光
は
壁
と
地
面
の
交
差
す
る
直
角
の
部
分
に
来
て
溜
ま
っ
て
い
る
、
そ
れ
が
実
に
良
い
。

山
田

徹
底
的
に
単
純
化
し
て
直
線
的
に
光
を
捉
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
の
歌
。
結
句
の
唐
突
さ
が
前
半
の
シ
ン
プ
ル
さ
を
打
ち
壊
し

ユ
ー
モ
ア
を
与
え
て
い
る
。

田
中

初
出
は
大
正
三
年
で
あ
り
、
歌
集
中
で
最
も
新
し
い
作
。
校
正
を
重
ね
る
う
ち
に
、
冬
ら
し
い
一
首
と
し
て
こ
こ
に
配
置
し
た
の

だ
ろ
う
。
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＊
91
・
学
校
に
初
め
て
わ
れ
の
入
り
し
時
廊
下
に
か
な
し
く
自
家
う
ち
を
お
も
ひ
き

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
学
校
に
初
め
て
我
の
入
り
し
時
廊
下
に
か
な
し
く
自
家
を
お
も
ひ
き

通
釈

私
が
初
め
て
学
校
へ
入
っ
た
と
き
、
廊
下
に
て
悲
し
く
自
宅
を
思
っ
た
。

山
田

幼
さ
の
あ
ま
り
に
自
分
の
家
が
恋
し
く
な
っ
た
と
い
う
単
純
な
歌
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、利
玄
の
孤
独
な
幼
少
期
を
鑑
み
る
と

そ
れ
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
よ
う
に
も
思
う
。「
廊
下
」の
長
さ
が
、
一
人
で
歩
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
自
分
の
不
安
を
か
き
た
て
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

田
中

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
九
月
に
、
学
習
院
初
等
科
に
入
学
。
の
ち
の
回
想
録
「
道
」（
新
家
庭
）
大
正
十
一
年
八
月
号
）

に
、「
自
家
」
に
つ
い
て
の
次
の
記
述
が
あ
る
。「
家
老
の
家
な
る
Ｋ
Ｏ
と
、
旧
臣
で
当
時
小
学
校
の
先
生
を
し
て
ゐ
た
Ｎ
Ｓ
の
二
人
に
連
れ

ら
れ
て
、
私
は
故
郷
を
立
出
づ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
此
以
後
、
私
は
父
母
の
膝
下
に
暮
す
と
い
ふ
事
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
中
略
）

東
京
に
来
て
か
ら
の
私
の
生
活
は
実
に
潤
ひ
の
な
い
寂
し
い
も
の
で
し
た
」。「
潤
ひ
の
な
い
寂
し
い
」
気
持
ち
が
、「
か
な
し
く
」
と
合
致
し

て
い
る
。

92
・
門
口
に
お
鶴
人
形
は
膝
な
で
ヽ
め
ぐ
み
も
ふ
か
き
…
…
…
…
と
う
た
ひ
居
し
か
な

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
門
口
に
お
鶴
人
形
は
膝
な
で
ヽ
「
…
…
…
…
め
ぐ
み
も
ふ
か
き
…
…
…
…
」
と
う
た
ひ
居
し
か
な

通
釈

門
口
で
お
鶴
人
形
は
膝
を
な
で
て
「
め
ぐ
み
も
ふ
か
き
…
…
」
と
歌
っ
て
い
た
よ
。

山
田

お
鶴
人
形
と
は
人
形
浄
瑠
璃
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
に
使
わ
れ
る
人
形
。「
ち
ち
は
は
の
め
ぐ
み
も
深
き
粉
河
寺
ほ
と
け
の
ち
か

ひ
た
の
も
し
の
み
や
」
と
い
う
歌
を
う
た
う
。
利
玄
は
卒
論
に
近
松
門
左
衛
門
を
選
ん
で
い
る
の
で
浄
瑠
璃
へ
の
造
詣
は
深
か
っ
た
の
だ
ろ
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う
。
幼
少
期
を
思
う
歌
に
続
い
て
「
ち
ち
は
は
の
め
ぐ
み
」
な
る
歌
を
引
用
す
る
の
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

田
中

「
ち
ち
は
は
の
」
の
部
分
を
あ
え
て
省
略
す
る
こ
と
で
、
逆
に
、「
ち
ち
は
は
」
こ
そ
が
こ
の
小
題
「
粉
雪
」
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

93
・
大
わ
た
小
わ
た
日
の
暮
れ
方
の
う
ら
寒
み
綿
着
て
飛
ぶ
か
悲
し
い
虫
よ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
夕
月
）」

異
同
な
し

通
釈

大
き
な
綿
、
小
さ
な
綿
、
日
暮
れ
時
が
少
々
寒
い
の
で
、
綿
を
着
て
飛
ぶ
か
悲
し
い
虫
よ
。

山
田

寒
さ
の
増
し
て
き
た
日
暮
れ
時
に
綿
虫
を
見
か
け
、
寒
い
の
で
綿
を
着
て
飛
ん
で
い
る
の
か
と
擬
人
化
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
大
わ
た
小
わ
た
」
と
い
う
わ
ら
べ
唄
の
よ
う
な
囃
子
言
葉
や
「
悲
し
い
虫
よ
」
と
い
う
口
語
表
現
が
特
徴
的
で
、
童
話
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

田
中

曙
会
の
詠
草
で
、
利
玄
の
俗
語
表
現
に
は
早
く
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
二
年
五
月
の
曙
会
で
、
利

玄
の
「
真
菰
風
明
方
す
ヾ
し
こ
の
羽
織
着
て
行
か
し
や
ん
せ
船
ぢ
や
寒
か
ろ
」
に
つ
い
て
、
石
榑
千
亦
が
「
俗
語
と
三
十
一
字
、
こ
れ
大
問

題
な
り
」
と
発
言
し
て
い
る
（「
心
の
花
」
十
三
巻
六
号

明
治
四
十
二
年
六
月
）。
93
は
、
学
齢
児
童
の
思
い
を
述
べ
る
た
め
に
あ
え
て
俗

語
・
口
語
で
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
。

＊
94
・
夕
月
に
み
ん
な
の
影
の
う
つ
り
居
る
地
を
な
つ
か
し
み
踏
み
〳
〵
遊
ぶ

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
夕
月
）」

異
同
な
し

通
釈

夕
月
が
照
っ
て
み
ん
な
の
影
が
映
っ
て
い
る
地
面
を
、
な
つ
か
し
み
な
が
ら
踏
み
踏
み
遊
ぶ
。

山
田

「
み
ん
な
の
影
」
と
口
語
的
表
現
が
あ
る
。
幼
少
時
代
の
影
踏
み
遊
び
を
な
つ
か
し
ん
で
い
る
歌
だ
ろ
う
。
利
玄
の
口
語
表
現
が

「
子
供
」「
郷
愁
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
わ
か
る
。
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田
中

初
出
「
粉
雪
」
の
う
ち
、「
夕
月
」
の
小
題
は
全
五
首
。
93
、「
下
駄
裏
の
金
具
ち
や
ら
〳
〵
敷
石
に
な
る
こ
の
心
地
故
郷
に
と
ぶ
」

（
未
収
録
）、
94
・
95
・
97
と
な
っ
て
お
り
、
未
収
録
歌
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
故
郷
」
を
回
想
し
た
一
連
で
あ
っ
た
。

95
・
遅
く
な
れ
ば
月
き
ら
〳
〵
と
や
さ
し
さ
の
な
き
も
悲
し
く
自
家
う
ち
に
帰
り
き

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
夕
月
）」

異
同
な
し

通
釈

遅
い
時
間
と
な
れ
ば
月
は
き
ら
き
ら
と
や
さ
し
さ
も
な
く
、
悲
し
く
自
宅
に
帰
っ
た
。

山
田

家
庭
に
孤
独
を
感
じ
て
い
た
幼
少
時
代
の
回
想
の
歌
だ
ろ
う
。
月
が
き
ら
き
ら
と
輝
く
と
い
う
明
る
い
状
況
を「
や
さ
し
さ
の
な

き
」
と
捉
え
る
ね
じ
れ
た
感
情
に
一
層
の
孤
独
が
見
え
る
。

田
中

「
道
」（
前
出
）
に
、「
私
は
女
中
下
男
ば
か
り
の
索
漠
た
る
家
へ
帰
る
の
で
す
。
私
は
陰
鬱
な
思
ふ
事
も
快
活
に
云
へ
な
い
少
年

と
し
て
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
。
自
家
も
ま
た
、
父
母
の
あ
た
た
か
な
「
や
さ
し
さ
」
の
な
い
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

96
・
眼
さ
む
れ
ば
隣
の
室へや
の
は
な
し
声
そ
は
わ
が
上
に
か
か
は
る
ら
し
も

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
四
号
（
大
正
二
年
四
月
）「
空
色
そらいろ
花ばな
」

・
眼
さ
む
れ
ば
隣
の
室へや
の
は
な
し
声
そ
は
わ
が
上
に
か
ヽ
は
る
ら
し
も

通
釈

目
が
覚
め
れ
ば
隣
の
部
屋
か
ら
の
話
し
声
。
そ
れ
は
私
の
身
の
上
に
か
か
わ
る
こ
と
ら
し
い
が
。

山
田

自
分
が
噂
話
の
種
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
日
常
の
は
ざ
ま
に
あ
ら
わ
れ
た
か
す
か
な
不
安
を
描
い
て
い
る
。
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
の
よ
う
で
い
て
、
な
ん
と
も
嫌
な
気
分
も
残
る
歌
で
あ
る
。

田
中

下
の
句
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
わ
が
身
の
振
り
方
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
武
者
小
路
実
篤
は
、
利
玄
の
高
等
科
時
代
を
回
想
し
、「
木
下
は
小
さ
い
大
名
華
族
で
三
大
夫
が
ゐ
て
、
そ
れ
が
中
々
の
忠
義
者
で
、
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お
家
大
事
の
が
ん
こ
爺
で
、
木
下
は
よ
く
頭
を
押
え
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
」
と
述
べ
て
お
り
（「
不
二
」
大
正
十
四
年
四
月
号
）、
紅
野
敏
郎
「
木

下
利
玄
｜

学
習
院
中
等
科
の
日
記
｜

」（
岩
波
書
店
「
図
書
」
三
七
五
号
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
で
も
、
足
守
藩
二
万
五
千
石
の
大
名

の
流
れ
を
継
ぐ
だ
け
に
、
毎
年
正
月
に
は
朝
か
ら
年
賀
に
回
り
、
午
後
は
旧
家
臣
か
ら
年
賀
の
挨
拶
を
受
け
、
東
京
在
住
の
旧
足
守
藩
の
人
々

が
催
す
親
睦
会
に
も
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

97
・
目
に
白
く
雪
の
見
え
つ
ヽ
冬
く
れ
ば
い
よ
ヽ
し
た
し
き
軒
ち
か
き
山

【
初
出
】「
白
樺
」
四
巻
一
号
（
大
正
二
年
一
月
）「
粉
雪
（
夕
月
）」

・
目
に
白
く
雪
の
見
え
つ
ヽ
冬
来
れ
ば
い
よ
ヽ
親
し
き
軒
近
き
山

通
釈

目
に
白
く
雪
が
見
え
な
が
ら
、
冬
が
来
れ
ば
い
よ
い
よ
親
し
み
の
沸
く
（
家
の
）
軒
に
近
い
山
で
あ
る
。

山
田

目
に
入
っ
て
く
る
白
い
雪
が
冬
の
到
来
を
告
げ
て
い
て
、
山
に
し
た
し
み
が
沸
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
軒
ち
か
き
」
の
意

味
を
汲
み
取
り
に
く
い
が
、
自
宅
の
軒
と
重
な
っ
て
見
え
る
遠
く
の
山
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

田
中

「
山
」
を
見
て
い
る
作
中
主
体
は
学
齢
の
私
で
あ
る
た
め
、
視
線
の
低
さ
が
、
逆
に
「
軒
ち
か
き
山
」
へ
の
親
近
感
を
与
え
て
い

る
。
季
節
を
伝
え
る
里
山
へ
の
親
愛
の
情
。

（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

― ―104

（

）

一
一
一

木下利玄『銀』初版本評釈（上)(田中・山田)


